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行
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五
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九
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―
―
伊
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行
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総
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五
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―
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年
一
月
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一
二
六
四
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九
九
八
年
九
月
第
一
三
五
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号
―
―
伊
藤
信
哉
浜
岡
鷹
行
第
一
二
六
四
号
一
九
九
〇
年
一
月
号
特
集
ヤ
ル
タ
体
制
以
後
巻
頭
言
ヤ
ル
タ
か
ら
マ
ル
タ
へ
〔
池
井
優
〕
二－
三
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ヤ
ル
タ
体
制
の
崩
壊
〔
地
引
嘉
博
〕
四－
一
九
政
治
改
革
と
ソ
連
の
民
族
国
家
体
制
〔
西
村
文
夫
〕
二
〇－
三
四
コ
コ
ム
、
そ
の
設
立
の
謎
を
解
く
〔
安
原
洋
子
〕
三
五－
四
九
ヤ
ル
タ
の
拘
束
と
限
界
（
上
）－
米
国
の
対
日
政
策
の
底
流
〔
坪
内
隆
彦
〕
五
一－
六
八
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
一
戦
前
期
日
米
関
係
の
一
断
面－
陸
軍
の
ア
メ
リ
カ
国
民
性
認
識
を
め
ぐ
っ
て
〔
黒
沢
文
貴
〕
六
九－
九
〇
第
一
二
六
五
号
一
九
九
〇
年
二
月
号
特
集
労
働
移
民
の
史
的
教
訓
巻
頭
言

チ
ン
ク

と

ジ
ャ
ッ
プ
〔
池
井
優
〕
二－
三
移
民
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク－
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
初
期
労
働
移
民
〔
村
山
裕
三
〕
四－
一
八
カ
ナ
ダ
の
日
系
人－
排
斥
か
ら
補
償
へ
〔
飯
野
正
子
〕
一
九－
四
〇
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
を
結
ぶ
日
系
人
移
住
者
の
八
〇
年
〔
三
田
千
代
子
〕
四
一－
五
六
一
九
二
〇
年
代
・
日
本
の
移
民
論
（
一
）〔
長
谷
川
雄
一
〕
五
七－
六
九
前
号
特
集
か
ら
の
続
き
ヤ
ル
タ
の
拘
束
と
限
界
（
下
）－
米
国
の
対
日
政
策
の
底
流
〔
坪
内
隆
彦
〕
七
二－
八
八
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
民
間
経
済
外
交
と
日
米
関
係－
世
紀
転
換
期
か
ら
満
州
事
変
ま
で
〔
木
村
昌
人
〕
八
九－
九
九
第
一
二
六
六
号
一
九
九
〇
年
三
月
号
特
集
日
本
の
国
際
的
責
務
巻
頭
言
変
化
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
〔
池
井
優
〕
二－
三
日
本
の
国
際
的
責
務
〔
宮
本
雄
二
〕
四－
一
八
政
府
開
発
援
助－
業
務
の
概
要
と
諸
問
題
に
つ
い
て
〔
西
端
則
夫
〕
一
九－
三
〇
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
二
457
国
会
か
ら
見
た
政
府
開
発
援
助
－
参
議
院
外
交
・
総
合
安
全
保
障
に
関
す
る
調
査
会
報
告
を
中
心
に
〔
高
塚
年
明
〕
三
一－
五
〇
ビ
ナ
イ
ン
・
ネ
グ
レ
ク
ト
の
時
代
は
終
わ
っ
た
！
〔
佐
々
木
實
雄
〕
五
二－
六
一
日
本
の
国
際
貢
献
能
力－
防
衛
と
経
済
協
力
を
め
ぐ
っ
て
〔
高
杉
忠
明
〕
六
二－
八
一
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
石
橋
湛
山
の
軍
備
撤
廃
論
（
上
）－
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
か
ら
ロ
ン
ド
ン
会
議
ま
で
〔
増
田
弘
〕
八
二－
一
〇
一
第
一
二
六
七
号
一
九
九
〇
年
四
月
号
特
集
ポ
ス
ト
冷
戦
下
の
欧
州
情
勢
巻
頭
言
「
欧
州
の
天
地
は
複
雑
怪
奇
に
し
て
…
…
」〔
池
井
優
〕
二－
三
バ
ル
ト
三
国
自
立
問
題
に
み
る
国
際
関
係
の
変
貌
〔
百
瀬
宏
〕
四－
一
六
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
〔
小
泉
直
美
〕
一
七－
三
一
北
欧
の
非
核
兵
器
地
帯
協
定
政
策－
国
際
政
治
変
動
の
波
間
で
〔
大
島
美
穂
〕
三
二－
四
八
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
保
障
政
策－
歴
史
的
概
観
〔
服
部
一
成
〕
五
〇－
六
〇
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
石
橋
湛
山
の
軍
備
撤
廃
論
（
下
）－
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
か
ら
ロ
ン
ド
ン
会
議
ま
で
〔
増
田
弘
〕
六
一－
七
一
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
国
際
法
規
範
（
上
）〔
古
賀
幸
久
〕
七
二－
八
七
456
『
外
交
時
報
』
総
目
次－
戦
後
編
（
五
・
完
）
三
第
一
二
六
八
号
一
九
九
〇
年
五
月
号
特
集
マ
ル
タ
以
後
の
ア
ジ
ア
情
勢
巻
頭
言
韓
国
・
台
湾
の
対
共
産
圏
外
交
の
積
極
化
〔
池
井
優
〕
二－
三
マ
ル
タ
会
談
後
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に
お
け
る
安
全
保
障
〔
森
本
敏
〕
四－
一
四
東
欧
の
変
革
と
中
国
共
産
党－
共
産
党
政
権
の
正
統
性
と
民
族
主
義
〔
村
井
友
秀
〕
一
五－
二
八
東
欧
の
変
化
と
朝
鮮
半
島
〔
武
貞
秀
士
〕
二
九－
四
二
ベ
ト
ナ
ム
対
外
路
線
に
お
け
る
「
新
思
考
」
の
萌
芽
〔
小
笠
原
高
雪
〕
四
三－
五
三
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
国
際
法
規
範
（
下
）〔
古
賀
幸
久
〕
五
五－
六
六
欧
州
に
お
け
る
信
頼
醸
成
措
置
の
発
展
（
上
）－
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
文
書
を
中
心
に
〔
浅
田
正
彦
〕
六
七－
七
六
第
一
二
六
九
号
一
九
九
〇
年
六
月
号
特
集
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
と
農
産
物
巻
頭
言
日
本
の
ガ
ッ
ト
加
盟
を
め
ぐ
る
米
英
〔
池
井
優
〕
二－
三
わ
が
国
農
産
物
輸
入
制
限
の
法
的
検
討－
ガ
ッ
ト
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
〔
松
下
満
雄
〕
四－
一
四
ジ
レ
ン
マ
に
立
つ
ガ
ッ
ト
農
業
交
渉
〔
山
地
進
〕
一
五－
三
〇
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
交
渉
と
米
国
の
マ
ル
チ
・
チ
ャ
ネ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
〔
明
田
ゆ
か
り
〕
三
一－
四
四
食
糧
の
安
全
保
障
〔
廣
瀬
聖
〕
四
五－
六
一
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
四
455
欧
州
に
お
け
る
信
頼
醸
成
措
置
の
発
展
（
下
）－
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
文
書
を
中
心
に
〔
浅
田
正
彦
〕
六
三－
七
二
中
国
の
世
界
認
識
の
変
化
の
検
証－
天
安
門
事
件
以
来
一
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を
中
心
に
〔
朱
建
栄
〕
七
三－
八
九
第
一
二
七
〇
号
一
九
九
〇
年
七
・
八
月
合
併
号
特
集
「
ド
イ
ツ
再
統
一
問
題
」
を
め
ぐ
る
諸
相
巻
頭
言
マ
ル
ク
の
時
代
は
来
る
か
〔
池
井
優
〕
二－
三
ド
イ
ツ
統
一
問
題
研
究
ノ
ー
ト
〔
高
橋
進
〕
四－
一
六
ド
イ
ツ
統
一
に
対
す
る
ソ
連
・
東
欧
の
態
度
〔
地
引
嘉
博
〕
一
七－
三
〇
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
し
い
秩
序
」
と
フ
ラ
ン
ス
〔
渡
邊
啓
貴
〕
三
一－
四
四
欧
州
統
合
に
お
け
る
文
化
的
側
面
の
重
要
性
－
欧
州
新
秩
序
の
基
盤
作
り
を
目
指
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Ｅ
Ｃ
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育
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策
〔
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久
保
康
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〕
四
六－
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自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
防
衛
外
交
政
策
と
帝
国
内
協
議
－
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
基
地
戦
略
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
安
全
保
障
〔
岡
本
哲
明
〕
六
二－
七
七
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
紛
争
と
パ
キ
ス
タ
ン
（
上
）－
紛
争
が
パ
キ
ス
タ
ン
に
も
た
ら
し
た
も
の
〔
中
野
勝
一
〕
七
八－
八
五
第
一
二
七
一
号
一
九
九
〇
年
九
月
号
特
集
民
族
と
国
家
巻
頭
言
消
さ
れ
た
日
の
丸－
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
孫
基
禎
〔
池
井
優
〕
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三
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東
南
ア
ジ
ア
の
中
国
人
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
事
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を
中
心
に
〔
首
藤
も
と
子
〕
四－
一
九
バ
ル
ト
三
共
和
国
と
自
立
問
題
〔
志
摩
園
子
〕
二
〇－
三
四
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
の
発
生
と
そ
の
展
開
－
「
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
（＝
Tw
o-state
solution
）」
樹
立
へ
の
闘
い
〔
永
澤
勲
雄
〕
三
五－
五
二
ア
フ
リ
カ
の
再
生－
民
族
国
家
を
超
え
て
〔
青
木
一
能
〕
五
四－
六
七
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
紛
争
と
パ
キ
ス
タ
ン
（
下
）－
紛
争
が
パ
キ
ス
タ
ン
に
も
た
ら
し
た
も
の
〔
中
野
勝
一
〕
六
八－
七
五
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ル
の
安
全
保
障
観
〔
村
田
晃
嗣
〕
七
六－
九
一
第
一
二
七
二
号
一
九
九
〇
年
一
〇
月
号
特
集
安
全
保
障
の
新
基
軸
巻
頭
言
日
本
の
安
全
保
障
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
〔
池
井
優
〕
二－
三
変
化
し
つ
つ
あ
る
国
際
環
境
下
の
安
全
保
障
〔
森
本
敏
〕
四－
二
〇
中
東
地
域
に
お
け
る
安
全
保
障
状
況
〔
杉
之
尾
孝
生
〕
二
一－
三
六
米
国
の
大
戦
略
と
核
戦
略－
「
冷
戦
後
」
へ
の
摸
索
〔
梅
本
哲
也
〕
三
七－
五
〇
大
西
洋
同
盟
の
将
来－
変
質
す
る
欧
州
安
保
の
枠
組
み
〔
金
子
讓
〕
五
一－
六
四
緊
急
論
説
コ
ー
ナ
ー
「
ク
ウ
ェ
ー
ト
事
変
」
と
日
本
の
対
応
〔
本
誌
編
集
部
（
文
責：
五
味
俊
樹
）〕
六
六－
七
一
本
年
二
月
号
特
集
か
ら
の
続
き
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
六
453
一
九
二
〇
年
代
・
日
本
の
移
民
論
（
二
）〔
長
谷
川
雄
一
〕
七
二－
八
五
第
一
二
七
三
号
一
九
九
〇
年
一
一
・
一
二
月
合
併
号
特
集
日
米
破
局
回
避
へ
の
道
巻
頭
言
「
日
米
未
来
戦
論
」
か
ら
の
反
省
〔
池
井
優
〕
二－
三
日
米
関
係－
協
力
と
対
立
の
構
図
〔
緒
方
貞
子
〕
四－
一
五
ア
メ
リ
カ
の
対
日
通
商
政
策
の
形
成－
日
米
構
造
問
題
協
議
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
の
分
析
〔
小
川
敏
子
〕
一
六－
三
四
日
米
構
造
協
議
と
世
界
情
勢
の
新
展
開－
新
段
階
に
入
っ
た
市
場
開
放
〔
中
北
徹
〕
三
五－
四
六
戦
後
の
米
国
日
本
研
究
へ
の
援
助
〔
広
田
崇
夫
〕
四
八－
六
五
外
務
省
革
新
派
の
対
米
策
〔
戸
部
良
一
〕
六
六－
八
〇
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
激
動
す
る
朝
鮮
半
島
の
政
治
経
済－
最
近
の
情
勢
と
研
究
課
題
〔
菊
島
啓
〕
八
一－
九
一
第
一
二
七
四
号
一
九
九
一
年
一
月
号
特
集
新
し
い
日
欧
関
係
を
求
め
て
巻
頭
言
日
英
同
盟
、
日
独
伊
三
国
同
盟
、
そ
し
て
…
…
〔
池
井
優
〕
二－
三
日
本
の
安
全
保
障
に
新
視
点
を
〔
田
久
保
忠
衛
〕
四－
一
三
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
市
場
統
合
と
政
治
統
合
〔
澤
田
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
〕
一
四－
一
九
日
本
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
像
〔
澤
田
昭
夫
〕
二
〇－
二
五
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七
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ－
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
文
化
的
考
察
〔
ア
リ
フ
ィ
ン
・
ベ
イ
（
河
𠩤
匡
見
訳
）〕
二
六－
三
八
国
際
社
会
に
お
け
る
行
為
主
体
と
し
て
の
国
際
機
構
〔
庄
司
克
宏
〕
三
九－
四
七
新
し
い
秩
序
を
模
索
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〔
渡
邊
啓
貴
〕
四
八－
六
〇
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
天
安
門
事
件
後
の
中
台
関
係
の
変
化
〔
孫
琪
剛
〕
六
二－
七
〇
サ
ッ
ダ
ー
ム
・
フ
セ
イ
ン
の
統
治
体
制
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻－
「
危
機
」
の
背
景
と
イ
ラ
ク
の
今
後
〔
宮
田
律
〕
七
一－
八
五
第
一
二
七
五
号
一
九
九
一
年
二
月
号
特
集
世
界
新
秩
序
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
巻
頭
言
大
国
に
よ
る
国
際
秩
序
の
崩
壊
〔
池
井
優
〕
二－
三

湾
岸
戦
争

の
構
造－
イ
ラ
ク
・
ク
ウ
ェ
ー
ト
紛
争
の
史
的
位
相
〔
山
下
高
明
〕
四－
一
八
新
国
際
秩
序
の
形
成
と
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
対
応
〔
高
松
基
之
〕
一
九－
四
〇
ソ
連
・
中
国
を
中
心
と
す
る
社
会
主
義
国
の
世
界
戦
略－
ポ
ス
ト
冷
戦
の
視
点
か
ら
〔
横
手
慎
二
〕
四
一－
五
四
「
冷
戦
の
終
焉
」
と
米
国
の
貿
易
統
制
〔
安
原
洋
子
〕
五
五－
六
九
ア
ジ
ア
太
平
洋
協
力
〔
地
引
嘉
博
〕
七
〇－
八
三
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
犬
養
毅
と
辛
亥
革
命
（
上
）〔
時
任
英
人
〕
八
五－
九
三
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
八
451
第
一
二
七
六
号
一
九
九
一
年
三
月
号
特
集
日
ソ
関
係
の
「
新
思
考
」
巻
頭
言
日
本
の
対
ソ
・
イ
メ
ー
ジ
と
学
術
文
化
交
流
〔
池
井
優
〕
二－
三
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
安
全
保
障
と
ソ
連
外
交
の
新
思
考
〔
地
引
嘉
博
〕
四－
一
一
一
法
学
徒
の
見
た
北
方
領
土
問
題
〔
臼
杵
英
一
〕
一
二－
二
〇
日
ソ
経
済
協
力
の
現
状
と
展
望
〔
横
尾
賢
一
郎
〕
二
一－
三
四
ソ
連
に
お
け
る
「
日
本
軍
国
主
義
」
観－
ブ
レ
ジ
ネ
フ
か
ら
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
へ
〔
小
澤
治
子
〕
三
六－
五
三
緊
急
論
説
コ
ー
ナ
ー
湾
岸
戦
争
後
の
国
際
秩
序
〔
杉
之
尾
孝
生
〕
五
四－
六
一
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
犬
養
毅
と
辛
亥
革
命
（
下
）〔
時
任
英
人
〕
六
二－
七
九
原
子
力
平
和
利
用
提
言
と
シ
カ
ゴ
冶
金
研
究
所－
『
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
報
告
』
の
再
検
討
〔
中
沢
志
保
〕
八
〇－
九
三
第
一
二
七
七
号
一
九
九
一
年
四
月
号
特
集
国
連
の
安
全
保
障
機
能
巻
頭
言
国
連
二
十
五
周
年
と
世
界
青
年
会
議
〔
池
井
優
〕
二－
三
国
連
の
安
全
保
障
機
能
と
日
本
の
役
割
〔
高
須
幸
雄
〕
四－
二
〇
冷
戦
後
の
安
全
保
障
体
制
と
国
連
〔
納
家
政
嗣
〕
二
一－
三
五
安
全
保
障
機
能
の
再
吟
味
〔
高
井
晉
〕
三
六－
四
九
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総
目
次－
戦
後
編
（
五
・
完
）
九
国
連
平
和
維
持
軍
と
国
連
「
待
機
軍
」
制
度－
北
欧
国
連
待
機
軍
の
事
例
を
中
心
と
し
て
〔
渡
部
茂
己
〕
五
〇－
六
三
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
ミ
ー
チ
湖
憲
法
協
定
の
流
産－
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
融
和
政
策
と
カ
ナ
ダ
の
現
実
〔
石
川
一
雄
〕
六
五－
七
九
日
本
の
国
際
連
盟
脱
退
と
シ
リ
ア
に
於
け
る
通
商
均
等
待
遇
問
題
（
上
）〔
神
山
晃
令
〕
八
〇－
八
六
第
一
二
七
八
号
一
九
九
一
年
五
月
号
特
集
ミ
ド
ル
・
パ
ワ
ー
の
外
交
態
様
巻
頭
言
タ
イ－
バ
ン
ブ
ー
外
交
の
実
行
〔
池
井
優
〕
二－
三
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
ス
タ
イ
ル－
「
中
級
国
家
」
の
役
割
〔
亀
井
紘
〕
四－
一
八
ド
・
ゴ
ー
ル
外
交
見
直
し
論
と
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
外
交
戦
略
〔
臼
井
実
稲
子
〕
一
九－
二
九
「
湾
岸
戦
争
」
後
と
ミ
ド
ル
・
パ
ワ
ー
〔
編
集
部
〕
二
九－
二
九
戦
後
カ
ナ
ダ
外
交
政
策
の
理
論
的
展
開－
ホ
ー
ズ
の
理
論
類
型
を
中
心
に
〔
桜
田
大
造
〕
三
〇－
四
五
欧
州
秩
序
再
編
に
お
け
る
北
欧
地
域
協
力－
北
欧
会
議
の
活
動
を
中
心
と
し
て
〔
大
島
美
穂
〕
四
六－
六
五
日
本
の
パ
ワ
ー
の
活
用
〔
編
集
部
〕
六
五－
六
五
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
日
本
の
国
際
連
盟
脱
退
と
シ
リ
ア
に
於
け
る
通
商
均
等
待
遇
問
題
（
下
）〔
神
山
晃
令
〕
六
七－
七
六
対
ソ
関
係
へ
の
視
座
〔
河
原
地
英
武
〕
七
七－
八
七
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
一
〇
449
第
一
二
七
九
号
一
九
九
一
年
六
月
号
特
集
自
由
貿
易
体
制
下
の
農
業
問
題
巻
頭
言
米
と
日
本
人
〔
池
井
優
〕
二－
三
ガ
ッ
ト
と
日
本
農
業
の
自
由
化
〔
新
井
光
吉
〕
四－
二
二
ガ
ッ
ト
の
再
生
と
農
業
問
題
－
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
交
渉
に
お
け
る
米
国
提
案
の
役
割
を
中
心
に
〔
明
田
ゆ
か
り
〕
二
三－
三
八
ガ
ッ
ト
体
制
の
中
の
Ｅ
Ｃ
共
通
農
業
政
策
〔
渡
邊
頼
純
〕
三
九－
五
四
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
交
渉
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
－
「
政
治
的
テ
コ
」
と
し
て
の
ケ
ア
ン
ズ
・
グ
ル
ー
プ
〔
河
𠩤
匡
見
〕
五
五－
七
二
米
韓
の
経
済
関
係
に
つ
い
て－
援
助
経
済
か
ら
農
産
物
の
市
場
開
放
要
求
ま
で
〔
菊
島
啓
〕
七
四－
九
三
昨
年
一
〇
月
号
特
集
か
ら
の
続
き
一
九
二
〇
年
代
・
日
本
の
移
民
論
（
三
）〔
長
谷
川
雄
一
〕
九
四－
一
〇
五
第
一
二
八
〇
号
一
九
九
一
年
七
・
八
月
合
併
号
特
集
日
本
外
交
の
可
能
性
巻
頭
言
日
本
は
顔
の
無
い
巨
人
か
〔
池
井
優
〕
二－
三
日
本
外
交
の
可
能
性－
国
際
的
貢
献
へ
の
要
請
と
内
政
的
拘
束
（
上
）〔
蠟
山
道
雄
〕
四－
一
六
わ
が
国
の
海
外
広
報
の
実
態
〔
岡
田
眞
樹
〕
一
七－
二
九
東
欧
支
援
と
日
本－
年
表
編
〔
高
塚
年
明
〕
三
〇－
五
〇
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総
目
次－
戦
後
編
（
五
・
完
）
一
一
開
発
途
上
国
に
対
す
る
我
国
の
技
術
協
力
の
現
状
〔
佐
々
木
弘
世
〕
五
二－
七
一
「
経
済
安
全
保
障
」
再
考－
概
念
の
整
理
と
歴
史
的
考
察
〔
古
城
佳
子
〕
七
二－
八
七
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
お
け
る
構
造
調
整
計
画
の
諸
問
題
〔
小
島
さ
く
ら
〕
八
八－
一
〇
二
第
一
二
八
一
号
一
九
九
一
年
九
月
号
特
集
世
界
経
済
を
め
ぐ
る
政
治
課
題
巻
頭
言
日
本
は
ど
こ
へ
行
く
〔
池
井
優
〕
二－
三
日
本
外
交
の
可
能
性－
国
際
的
貢
献
へ
の
要
請
と
内
政
的
拘
束
（
下
）〔
蠟
山
道
雄
〕
四－
一
六
国
際
協
調
の
経
済
分
析－
覇
権
安
定
論
と
そ
の
周
辺
〔
中
島
正
人
〕
一
七－
二
九
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
と
第
三
次
石
油
危
機－
第
四
次
石
油
危
機
は
来
る
か
〔
植
村
和
志
〕
三
〇－
四
七
米
加
自
由
貿
易
協
定
と
対
米
関
係
〔
岩
崎
美
紀
子
〕
四
九－
六
二
日
ソ
経
済
関
係
の
展
望－
期
待
さ
れ
る
極
東
と
の
経
済
交
流
〔
横
尾
賢
一
郎
〕
六
三－
七
五
対
ソ
支
援
と
日
本－
年
表
編
〔
高
塚
年
明
〕
七
六－
九
六
第
一
二
八
二
号
一
九
九
一
年
一
〇
月
号
特
集
「
湾
岸
戦
争
」
後
の
安
全
保
障
情
勢
巻
頭
言
日
本
の
安
全
保
障
構
想－
社
会
党
の
場
合
〔
池
井
優
〕
二－
三
日
本
の
安
全
保
障
政
策－
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
主
要
課
題
〔
森
本
敏
〕
四－
二
八
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
一
二
447
ソ
連－
東
欧
関
係
の
再
編－
新
た
な
安
全
保
障
の
摸
索
〔
六
鹿
茂
夫
〕
二
九－
五
〇
湾
岸
危
機
と
ソ
連
の
対
欧
州
安
全
保
障
政
策
〔
小
泉
直
美
〕
五
一－
六
五
「
冷
戦
終
焉
」
後
に
お
け
る
「
欧
州
新
秩
序
」
の
不
安
定
性
〔
長
島
純
〕
六
七－
八
四
ソ
連
政
変
後
の
朝
鮮
半
島
情
勢
〔
武
貞
秀
士
〕
八
五－
九
五
第
一
二
八
三
号
一
九
九
一
年
一
一
・
一
二
月
合
併
号
特
集
「
パ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
」
五
十
年
目
の
教
訓
巻
頭
言
「
ア
メ
リ
カ
に
は
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
の
歴
史
は
な
い
」〔
池
井
優
〕
二－
三
「
真
珠
湾
へ
の
道
」
再
考
〔
波
多
野
澄
雄
〕
四－
二
〇
日
米
戦
争
回
避
の
可
能
性－
木
戸
幸
一
・
東
条
英
機
・
及
川
古
志
郎
〔
三
宅
正
樹
〕
二
一－
三
四
日
米
関
係
の
社
会
的
・
文
化
的
副
産
物
－
第
二
次
世
界
大
戦
と
現
代
貿
易
摩
擦
下
で
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
地
位
と
意
識
〔
竹
沢
泰
子
〕
三
五－
五
一
ワ
シ
ン
ト
ン
の
街
角
か
ら
〔
五
味
俊
樹
〕
五
二－
五
六
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
「
拡
大
抑
止
」
と
在
欧
戦
域
核
〔
梅
本
哲
也
〕
五
八－
七
四
日
華
通
商
航
海
条
約
（
第
三
次
）
改
訂
交
渉
と
日
本
外
交－
幣
原
外
交
と
田
中
外
交
の
条
約
論
〔
判
澤
純
太
〕
七
五－
九
〇
第
一
二
八
四
号
一
九
九
二
年
一
月
号
特
集
国
際
社
会
に
お
け
る
「
統
合
」
と
「
分
離
」
446
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総
目
次－
戦
後
編
（
五
・
完
）
一
三
巻
頭
言
民
族
の
力
は
弾
圧
で
は
消
せ
な
い
〔
池
井
優
〕
二－
三
東
欧
に
お
け
る
民
族
問
題
と
地
域
統
合
〔
地
引
嘉
博
〕
四－
一
七
イ
ン
ド
社
会
の
深
層
と
政
治
混
乱－
カ
ー
ス
ト
対
立
と
政
略
〔
山
下
高
明
〕
一
八－
三
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
再
編
と
フ
ラ
ン
ス
〔
臼
井
実
稲
子
〕
三
二－
四
二
バ
ル
ト
三
国
の
諸
問
題
〔
志
摩
園
子
〕
四
三－
五
四
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
カ
ー
タ
ー
政
権
の
人
権
外
交
ア
プ
ロ
ー
チ
〔
小
川
敏
子
〕
五
六－
八
一
朝
鮮
戦
争
時
の
特
別
掃
海
隊－
海
外
派
兵
と
政
府
・
野
党
の
対
応
〔
平
間
洋
一
〕
八
二－
八
九
第
一
二
八
五
号
一
九
九
二
年
二
月
号
特
集
国
連
へ
の
期
待
と
実
態
巻
頭
言
国
連
の
理
想
と
現
実
〔
池
井
優
〕
二－
三
国
際
連
合
と
日
本
の
役
割
〔
臼
井
久
和
〕
四－
二
三
国
連
の
機
能
強
化
と
旧
敵
国
条
項
〔
高
井
晉
〕
二
四－
三
四
国
連
と
専
門
機
関
相
互
の
関
係
〔
庄
司
真
理
子
〕
三
五－
四
九
南
北
問
題
へ
の
視
座
〔
本
誌
編
集
部
〕
四
九－
四
九
国
連
の
開
発
援
助
活
動
の
現
状
と
再
編
成
の
可
能
性
〔
山
下
也
子
〕
五
〇－
六
五
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
お
け
る
平
和
に
対
す
る
脅
威
、
平
和
の
破
壊
、
侵
略
行
為
の
認
定
（
上
）
〔
則
武
輝
幸
〕
六
六－
八
二
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
一
四
445
国
連
の
「
国
際
世
論
」
に
つ
い
て
〔
本
誌
編
集
部
〕
八
二－
八
二
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
近
衛
文
麿
の
対
米
観－
二
度
の
訪
米
を
中
心
と
し
て
〔
庄
司
潤
一
郎
〕
八
四－
九
九
第
一
二
八
六
号
一
九
九
二
年
三
月
号
特
集
太
平
洋
協
力
へ
の
展
望
巻
頭
言
太
平
洋
協
力－
大
西
洋
か
太
平
洋
か
〔
池
井
優
〕
二－
三
東
ア
ジ
ア
経
済
会
議
構
想
を
巡
る
国
際
関
係－
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
構
想
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
協
力
〔
佐
藤
考
一
〕
四－
二
一
変
動
期
の
東
南
ア
ジ
ア
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
〔
須
藤
季
夫
〕
二
二－
三
四
大
東
亜
会
議
の
継
承
〔
本
誌
編
集
部
〕
三
四－
三
四
ア
ジ
ア
太
平
洋
協
力
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
〔
菊
池
努
〕
三
五－
五
三
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
に
お
け
る
日
本
の
位
置
〔
中
島
正
人
〕
五
四－
六
六
前
号
特
集
か
ら
の
続
き
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
お
け
る
平
和
に
対
す
る
脅
威
、
平
和
の
破
壊
、
侵
略
行
為
の
認
定
（
下
）
〔
則
武
輝
幸
〕
六
七－
八
三
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
国
際
法
に
お
け
る
高
度
の
自
治
権
を
も
つ
地
域
と
し
て
の
香
港
（
上
）
－
そ
の
条
約
関
係
の
移
転
を
中
心
に
〔
王
志
安
〕
八
五－
一
〇
五
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戦
後
編
（
五
・
完
）
一
五
第
一
二
八
七
号
一
九
九
二
年
四
月
号
特
集
軍
事
力
と
経
済
力
と
の
関
係
巻
頭
言
金
解
禁
、
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
と
浜
口
雄
幸
〔
池
井
優
〕
二－
三
安
全
保
障
と
経
済
の
相
関
関
係
〔
森
本
敏
〕
四－
一
八
冷
戦
後
に
お
け
る
米
国
の
国
防
計
画
に
思
う
〔
本
誌
編
集
部
〕
一
八－
一
八
日
米
経
済
逆
転
下
の
国
際
秩
序
〔
新
井
光
吉
〕
一
九－
三
六
ソ
連
の
崩
壊
と
日
ソ
経
済
関
係
〔
横
尾
賢
一
郎
〕
三
七－
四
八
冷
戦
後
の
国
際
秩
序
と
欧
州
〔
金
子
讓
〕
四
九－
六
四
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
新
冷
戦
下
の
日
米
防
衛
協
力
（
上
）－
「
大
綱
」
路
線
か
ら
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
路
線
へ
〔
村
田
晃
嗣
〕
六
六－
七
二
国
際
法
に
お
け
る
高
度
の
自
治
権
を
も
つ
地
域
と
し
て
の
香
港
（
下
）
－
そ
の
条
約
関
係
の
移
転
を
中
心
に
〔
王
志
安
〕
七
三－
八
八
第
一
二
八
八
号
一
九
九
二
年
五
月
号
特
集
ソ
連
邦
崩
壊
後
の
世
界
像
巻
頭
言
恐
露
・
反
ソ
・
親
ロ
〔
池
井
優
〕
二－
三
ソ
連
崩
壊
後
の
東
芝
機
械
事
件
症
候
群
〔
安
原
洋
子
〕
四－
一
七
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
安
全
保
障
政
策
の
形
成
〔
中
野
潤
三
〕
一
八－
三
三
ロ
シ
ア
連
邦
の
対
日
政
策－
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
か
ら
エ
リ
ツ
ィ
ン
へ
〔
小
澤
治
子
〕
三
四－
四
九
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
一
六
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冷
戦
以
後
の
東
ア
ジ
ア－
対
立
と
混
迷
の
時
代
〔
武
貞
秀
士
〕
五
〇－
五
九
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
日
本
の
国
際
連
盟
脱
退
と
コ
ン
ゴ
盆
地
条
約
に
よ
る
通
商
均
等
待
遇
問
題
〔
神
山
晃
令
〕
六
一－
七
三
新
冷
戦
下
の
日
米
防
衛
協
力
（
下
）－
「
大
綱
」
路
線
か
ら
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
路
線
へ
〔
村
田
晃
嗣
〕
七
四－
八
四
第
一
二
八
九
号
一
九
九
二
年
六
月
号
特
集
「
南
」
へ
の
視
座
巻
頭
言
南
北
問
題
か
ら
南
南
問
題
へ
〔
池
井
優
〕
二－
三
進
展
す
る
中
南
米
経
済
再
建
と
米
国
の
新
中
南
米
支
援
政
策－
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
新
潮
流
〔
丸
谷
吉
男
〕
四－
二
一
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
状
況－
高
度
成
長
を
考
え
る
〔
近
藤
正
臣
〕
二
二－
三
四
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
お
け
る
公
企
業
改
革
の
諸
問
題
〔
小
島
さ
く
ら
〕
三
五－
四
九
南
ア
ジ
ア
の
変
容－
そ
の
政
治
経
済
学
的
一
考
察
〔
藤
原
直
〕
五
〇－
五
九
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
「
天
羽
声
明
」
の
真
相
に
つ
い
て
〔
天
羽
民
雄
〕
六
一－
八
三
脱
冷
戦
と
文
化
交
流
（
上
）〔
広
田
崇
夫
〕
八
四－
九
一
第
一
二
九
〇
号
一
九
九
二
年
七
・
八
月
合
併
号
特
集
資
本
主
義
国
間
摩
擦
巻
頭
言
日
米
対
立
の
源
流
〔
池
井
優
〕
二－
三
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）
一
七
経
済
制
度
の
国
際
的
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
－
競
争
政
策
の
国
際
的
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
〔
松
下
満
雄
〕
四－
一
八
先
進
国
間
農
業
摩
擦－
米
欧
お
よ
び
日
米
〔
山
地
進
〕
一
九－
三
二
日
米
経
済
関
係
と
今
後
の
見
通
し－
Ｓ
Ｉ
Ｉ
と
日
米
の
シ
ス
テ
ム
の
収
斂
の
視
点
か
ら
〔
横
尾
賢
一
郎
〕
三
三－
四
六
欧
州
経
済
統
合
と
日
・
Ｅ
Ｃ
経
済
関
係
新
時
代
〔
東
郷
進
〕
四
七－
六
〇
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
米
国
の
「
戦
後
」
統
一
朝
鮮
政
府
構
想
〔
阪
田
恭
代
〕
六
二－
七
四
脱
冷
戦
と
文
化
交
流
（
下
）〔
広
田
崇
夫
〕
七
五－
八
一
第
一
二
九
一
号
一
九
九
二
年
九
月
号
特
集
現
代
世
界
に
お
け
る
「
国
境
」
巻
頭
言
国
境
か
ら
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
へ
〔
池
井
優
〕
二－
三
巨
大
帝
国
の
崩
壊
と
民
族
主
義
の
行
方
〔
蠟
山
道
雄
〕
四－
一
五
カ
シ
ミ
ー
ル
を
め
ぐ
る
対
立－
起
源
と
現
状
〔
山
下
高
明
〕
一
六－
三
〇
中
国
の
国
境
政
策
と
中
印
国
境
紛
争
〔
村
井
友
秀
〕
三
一－
四
一
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
解
体
と
バ
ル
カ
ン
地
域
〔
柴
宜
弘
〕
四
二－
五
三
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
欧
州
新
秩
序
に
お
け
る
「
東
欧
」
再
編
の
行
方
〔
広
瀬
佳
一
〕
五
五－
六
八
南
太
平
洋
の
安
全
保
障
と
地
域
主
義
（
上
）〔
植
村
秀
樹
〕
六
九－
七
八
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
一
八
441
第
一
二
九
二
号
一
九
九
二
年
一
〇
月
号
特
集
ア
メ
リ
カ
の
国
力
診
断
巻
頭
言
ア
メ
リ
カ
・
イ
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
？
〔
池
井
優
〕
二－
三
冷
戦
後
に
お
け
る
米
国
の
国
防
戦
略
〔
森
本
敏
〕
四－
二
〇
ア
メ
リ
カ
外
交
の
ゆ
く
え
〔
関
場
誓
子
〕
二
一－
三
二
ア
メ
リ
カ
経
済
は
再
生
で
き
る
か
〔
新
井
光
吉
〕
三
三－
四
九
戦
略
両
用
技
術
と
米
国
の
経
済
競
争
力
問
題
〔
村
山
裕
三
〕
五
〇－
六
六
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と

東
欧

に
お
け
る
地
域
協
力
の
試
み
－
チ
ェ
コ
・
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
視
点
か
ら
〔
高
橋
和
〕
六
八－
八
四
南
太
平
洋
の
安
全
保
障
と
地
域
主
義
（
下
）〔
植
村
秀
樹
〕
八
五－
九
三
第
一
二
九
三
号
一
九
九
二
年
一
一
・
一
二
月
合
併
号
特
集
「
国
家
主
権
」
の
行
方
巻
頭
言
中
国
は
ど
こ
へ
行
く
〔
池
井
優
〕
二－
三
民
族
と
民
族
主
義－
歴
史
と
そ
の
今
日
的
意
味
〔
蠟
山
道
雄
〕
四－
一
七
英
国
か
ら
見
た
Ｅ
Ｃ
統
合
〔
高
岡
望
〕
一
八－
三
一
フ
ラ
ン
ス
国
民
に
問
わ
れ
た
欧
州
統
合
〔
臼
井
実
稲
子
〕
三
二－
四
二
「
国
家
主
権
」
の
行
方－
ド
イ
ツ
か
ら
観
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
〔
渡
辺
忠
雄
〕
四
三－
六
四
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一
九
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
セ
ス
と
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
〔
吉
川
元
〕
六
五－
八
〇
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
新
し
い
世
界
秩
序
と
第
三
シ
ス
テ
ム－
国
際
政
治
学
の
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
つ
い
て
〔
田
中
宏
明
〕
八
二－
九
三
第
一
二
九
四
号
一
九
九
三
年
一
月
号
特
集
転
換
期
の
外
交
戦
略
巻
頭
言
中
国
の
外
交
戦
略
の
し
た
た
か
さ
〔
池
井
優
〕
二－
三
転
換
期
に
お
け
る
外
交
戦
略
〔
地
引
嘉
博
〕
四－
一
七
「
冷
戦
後
」
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
と
日
本
外
交
〔
添
谷
芳
秀
〕
一
八－
三
二
ロ
シ
ア
外
交
の
基
本
路
線
と
ロ
シ
ア
の
ア
ジ
ア
政
策
〔
中
野
潤
三
〕
三
三－
四
四
一
九
九
二
年
大
統
領
選
挙
と
ア
メ
リ
カ
外
交
戦
略
の
ゆ
く
え
〔
高
杉
忠
明
〕
四
五－
五
九
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
条
約
共
同
体
と
し
て
の
地
域
統
合
－
近
世
初
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
例
よ
り
〔
ハ
ラ
ル
ド
・
ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ミ
ッ
ト
〕
六
一－
七
五
エ
リ
ヒ
ュ
ー
・
ル
ー
ト
と
国
際
連
盟
（
上
）－
二
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
孤
立
主
義
の
一
側
面
〔
阿
南
東
也
〕
七
六－
八
二
第
一
二
九
五
号
一
九
九
三
年
二
月
号
特
集
北
東
ア
ジ
ア
の
新
情
勢
巻
頭
言
無
視
で
き
な
い
台
湾
の
動
向
〔
池
井
優
〕
二－
三
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
二
〇
439
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
体
制
の
枠
組
み
〔
納
家
政
嗣
〕
四－
一
九
北
東
ア
ジ
ア
と
の
民
間
経
済
交
流
〔
横
尾
賢
一
郎
〕
二
〇－
三
四
中
国
の
対
外
政
策
と
そ
の
周
辺
〔
浅
野
亮
〕
三
五－
四
九
米
国
の
冷
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
戦
略
と
米
韓
安
全
保
障
関
係
、
一
九
九
〇
〜
九
二
年
〔
阪
田
恭
代
〕
五
〇－
六
七
朝
鮮
問
題
多
国
間
協
議
論
の
現
在－
「
朝
鮮
化
」
の
力
学
と
同
心
円
的
関
係
の
形
成
〔
倉
田
秀
也
〕
六
八－
八
二
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
エ
リ
ヒ
ュ
ー
・
ル
ー
ト
と
国
際
連
盟
（
下
）－
二
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
孤
立
主
義
の
一
側
面
〔
阿
南
東
也
〕
八
四－
九
三
第
一
二
九
六
号
一
九
九
三
年
三
月
号
特
集
冷
戦
後
に
お
け
る
軍
備
管
理
巻
頭
言
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
の
教
訓
〔
池
井
優
〕
二－
三
現
時
点
に
お
け
る
安
全
保
障
、
軍
備
管
理
の
諸
問
題
〔
八
重
樫
永
規
〕
四－
一
二
軍
縮
と
国
際
連
合
〔
高
井
晉
〕
一
三－
二
六
中
国
の
武
器
輸
出
と
現
実
主
義
外
交
〔
村
井
友
秀
〕
二
七－
三
五
中
東
の
武
器
移
転
と
政
治
の
力
学
〔
山
下
高
明
〕
三
六－
五
〇
冷
戦
後
の
通
常
兵
器
の
移
転－
年
表
編
〔
高
塚
年
明
〕
五
一－
六
六
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
米
連
邦
議
会
と
安
全
保
障
（
上
）－
一
九
九
一
年
度
国
防
予
算
審
議
と
湾
岸
危
機
と
政
策
〔
和
田
修
一
〕
六
八－
八
二
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二
一
第
一
二
九
七
号
一
九
九
三
年
四
月
号
特
集
紛
争
解
決
に
向
け
て
の
国
連
の
役
割
巻
頭
言
満
州
事
変
と
連
盟
、
湾
岸
戦
争
と
国
連
〔
池
井
優
〕
二－
三
冷
戦
後
の
地
域
紛
争
解
決
と
国
連
の
役
割
〔
森
本
敏
〕
四－
一
七
紛
争
解
決
と
平
和
維
持
に
お
け
る
国
連
の
新
た
な
役
割
〔
神
余
隆
博
〕
一
八－
三
三
国
連
と
地
域
的
機
構
の
関
係
〔
庄
司
真
理
子
〕
三
四－
五
一
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
と
日
本
〔
清
水
濶
〕
五
二－
七
〇
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
欧
州
政
治
統
合
と
欧
州
連
合
条
約－
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
欧
州
理
事
会
を
中
心
と
し
て
〔
松
隈
潤
〕
七
二－
九
一
米
連
邦
議
会
と
安
全
保
障
（
下
）－
一
九
九
一
年
度
国
防
予
算
審
議
と
湾
岸
危
機
と
政
策
〔
和
田
修
一
〕
九
二－
一
〇
三
第
一
二
九
八
号
一
九
九
三
年
五
月
号
特
集
民
族
、
宗
教
を
め
ぐ
る
政
治
課
題
巻
頭
言
政
治
と
宗
教－
ロ
シ
ア
正
教
の
場
合
〔
池
井
優
〕
二－
三
イ
ン
ド
の
宗
教
問
題－
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義
の
高
揚
と
揺
ら
ぐ
世
俗
主
義
〔
沼
畑
光
毅
〕
四－
一
六
中
東
に
お
け
る
民
族
・
宗
教
問
題－
民
族
・
原
理
主
義
・
パ
レ
ス
チ
ナ
を
考
え
る
〔
宮
田
律
〕
一
七－
三
三
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
民
族
問
題－
独
立
国
家
共
同
体
の
行
方
〔
高
山
英
男
〕
三
四－
四
九
チ
ェ
コ－
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
関
係
の
過
去
、
現
在
、
未
来－
外
交
関
係
の
始
ま
り
に
際
し
て
〔
佐
藤
雪
野
〕
五
〇－
六
七
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
二
二
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日
米
財
界
人
会
議－
一
九
七
一
〜
一
九
九
一
年
〔
増
田
弘
〕
六
九－
九
九
第
一
二
九
九
号
一
九
九
三
年
六
月
号
特
集
低
迷
す
る
世
界
経
済
と
国
際
政
治
巻
頭
言
不
況
と
大
学
生
〔
池
井
優
〕
二－
三
ド
イ
ツ
経
済－
欧
州
経
済
の
エ
ン
ジ
ン
？
〔
澤
田
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
〕
四－
一
八
米
国
経
済
と
対
外
経
済
政
策
〔
横
尾
賢
一
郎
〕
一
九－
三
〇
ロ
シ
ア
の
経
済
情
勢
と
国
際
社
会
へ
の
影
響
〔
杉
本
侃
〕
三
一－
四
五
変
貌
す
る
国
際
経
済
と
東
ア
ジ
ア
の
地
域
協
力
－
座
礁
す
る
「
内
向
的
経
済
圏
」
と
展
開
す
る
華
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〔
佐
藤
考
一
〕
四
六－
六
四
「
強
含
み
の
中
東
石
油
市
場－
対
イ
ラ
ン
協
調
石
油
外
交
に
走
る
？
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
」〔
植
村
和
志
〕
六
五－
七
九
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
先
進
国
首
脳
会
議
の
二
つ
の
「
政
治
化
」〔
高
瀬
淳
一
〕
八
一－
九
三
第
一
三
〇
〇
号
一
九
九
三
年
七
・
八
月
合
併
号
特
集
ウ
ル
グ
ァ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
行
方
巻
頭
言
ケ
ネ
デ
ィ
ラ
ウ
ン
ド
、
東
京
ラ
ウ
ン
ド
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
〔
池
井
優
〕
二－
三
ウ
ル
グ
ワ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
と
日
本
〔
松
下
満
雄
〕
四－
一
六
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
立
場
〔
舟
木
良
恵
〕
一
七－
三
一
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総
目
次－
戦
後
編
（
五
・
完
）
二
三
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
と
米
国
の
課
題
〔
明
田
ゆ
か
り
〕
三
三－
四
八
輸
出
、
入
国
の
均
衡
欠
く
農
業
交
渉
〔
山
地
進
〕
四
九－
六
五
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
イ
ラ
ク
北
東
部
に
お
け
る
ク
ル
ド
難
民
問
題
〔
落
合
雄
彦
〕
六
六－
八
三
ア
メ
リ
カ
政
治
史
の
中
の
一
九
九
二
年－
「
政
治
潮
流
サ
イ
ク
ル
論
」
の
再
検
討
〔
阿
南
東
也
〕
八
四－
九
七
第
一
三
〇
一
号
一
九
九
三
年
九
月
号
特
集
「
民
主
化
」
後
の
旧
ソ
連
・
東
欧
情
勢
巻
頭
言
ロ
シ
ア
ジ
ョ
ー
ク
が
消
え
た
〔
池
井
優
〕
二－
三
ロ
シ
ア
の
体
制
移
行
の
現
段
階
〔
小
泉
直
美
〕
四－
一
八
変
革
後
の
東
欧
情
勢
〔
地
引
嘉
博
〕
一
九－
三
二
独
ポ
関
係
の
新
た
な
構
築－
オ
ー
デ
ル＝
ナ
イ
セ
国
境
の
確
定
を
め
ぐ
っ
て
〔
広
瀬
佳
一
〕
三
三－
四
四
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
連
邦
解
体－
経
過
と
現
状
〔
石
田
信
一
〕
四
五－
五
九
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
米
外
交
と
グ
ア
ム
の
政
治
的
自
立
〔
仲
地
清
〕
六
一－
七
五
パ
リ
和
平
協
定
か
ら
総
選
挙
迄
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
政
治
過
程
と
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
一
九
九
一
〜
一
九
九
三
）
－
地
域
紛
争
解
決
に
お
け
る
国
連
の
役
割
と
限
界
〔
土
佐
弘
之
〕
七
六－
一
〇
三
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
二
四
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第
一
三
〇
二
号
一
九
九
三
年
一
〇
月
号
特
集
揺
れ
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
巻
頭
言
日
本
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
進
出
と
歌
謡
曲
〔
池
井
優
〕
二－
三
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
安
全
保
障
と
そ
の
枠
組
み
〔
森
本
敏
〕
四－
二
〇
中
国
の
政
治
情
勢
〔
渡
辺
英
雄
〕
二
一－
三
一
モ
ス
ク
ワ
と
極
東
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋－
ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
路
線
の
一
考
察
〔
小
澤
治
子
〕
三
二－
四
七
冷
戦
終
結
後
の
朝
鮮
半
島
情
勢
〔
武
貞
秀
士
〕
四
八－
五
九
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
お
け
る
「
脱
権
威
主
義
」
の
展
開
－
タ
イ
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
比
較
を
中
心
に
〔
金
子
芳
樹
〕
六
〇－
七
八
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
日
本
人
の
対
外
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
一
考
察
〔
鈴
木
晟
〕
八
〇－
九
三
第
一
三
〇
三
号
一
九
九
三
年
一
一
・
一
二
月
合
併
号
特
集
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
対
外
政
策
巻
頭
言
モ
ー
ス
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト－
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
ブ
レ
イ
ン
達
〔
池
井
優
〕
二－
三
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
対
外
援
助
政
策－
国
際
開
発
金
融
機
関
に
対
す
る
政
策
を
中
心
と
し
て
〔
古
城
佳
子
〕
四－
一
六
そ
の
二
〇
ヵ
月
後－
問
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
役
割
〔
関
場
誓
子
〕
一
七－
二
五
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
場
当
た
り
的
な
外
交
の
原
因
を
探
る
〔
高
松
基
之
〕
二
六－
三
七
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
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総
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次－
戦
後
編
（
五
・
完
）
二
五
－複
雑
な
バ
ラ
ン
サ
ー
の
役
割
を
演
じ
ら
れ
る
か
？
〔
ラ
リ
ー
・
ニ
ク
シ
ュ
（
村
田
晃
嗣
訳
）〕
三
八－
五
二
ク
リ
ン
ト
ノ
ミ
ク
ス
の
背
景
と
現
状
〔
山
崎
好
裕
〕
五
三－
七
一
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
「
民
主
化
」
後
の
ブ
ル
ガ
リ
ア－
権
利
と
自
由
の
た
め
の
運
動
を
中
心
に
〔
木
村
真
〕
七
三－
八
七
第
一
三
〇
四
号
一
九
九
四
年
一
月
号
特
集
世
紀
末
の
「
世
界
地
図
」
巻
頭
言
「
世
界
地
図
」
の
中
の
日
本
〔
池
井
優
〕
二－
三
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
お
け
る
世
界
経
済
の
行
方－
新
し
い
政
治
と
経
済
の
秩
序
を
求
め
て
〔
香
川
敏
幸
〕
四－
一
八
混
迷
の
中
の
統
一
ド
イ
ツ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〔
三
輪
晴
啓
〕
一
九－
三
一
覇
権
と
成
長
セ
ン
タ
ー
の
間
〔
納
家
政
嗣
〕
三
二－
四
七
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
将
来－
地
域
レ
ベ
ル
で
の
交
流
の
視
点
か
ら
〔
藤
原
直
〕
四
八－
五
六
国
連
と
世
界
の
安
全
保
障－
「
平
和
強
制
」
を
め
ぐ
る
問
題
と
平
和
維
持
活
動
の
今
後
〔
岡
垣
知
子
〕
五
七－
七
三
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
介
入
に
対
す
る
国
際
的
制
約
の
一
考
察
－
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
戦
争
以
降
の
文
脈
に
お
い
て
〔
宮
坂
直
史
〕
七
五－
八
七
第
一
三
〇
五
号
一
九
九
四
年
二
月
号
特
集
中
東
情
勢
の
新
段
階
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
二
六
433
巻
頭
言
も
う
ひ
と
つ
の
ピ
ン
ポ
ン
外
交－
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
〔
池
井
優
〕
二－
三
中
東
和
平
の
か
ぎ－
シ
リ
ア
・
イ
ス
ラ
エ
ル
関
係
〔
山
下
高
明
〕
四－
一
七
「
原
則
宣
言
」
と
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
展
開
〔
宮
田
律
〕
一
八－
三
二
パ
レ
ス
チ
ナ
和
平
進
展
と
中
東
石
油
情
勢
－
第
四
次
石
油
危
機
は
遠
の
い
た
の
か
（
サ
ウ
ジ
は
大
丈
夫
か
）〔
植
村
和
志
〕
三
三－
四
六
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
運
動
と
ア
メ
リ
カ
の
中
東
政
策
〔
波
多
野
裕
造
〕
四
七－
六
二
中
東
の
軍
事
化
と
そ
の
要
因
〔
木
村
修
三
〕
六
三－
七
三
イ
ス
ラ
エ
ル
占
領
地
域
の
国
際
法
上
の
地
位
〔
荒
木
教
夫
〕
七
五－
八
九
第
一
三
〇
六
号
一
九
九
四
年
三
月
号
特
集
岐
路
に
立
つ
国
連
巻
頭
言
国
連
改
革
案
の
変
遷
〔
池
井
優
〕
二－
三
国
連
事
務
総
長
報
告
『
平
和
へ
の
課
題
』
の
理
論
的
検
討
〔
渡
部
茂
己
〕
四－
一
六
国
連
と
ソ
マ
リ
ア
内
戦－
「
平
和
執
行
部
隊
」
構
想
の
挫
折
〔
則
武
輝
幸
〕
一
七－
四
六
国
連
の
対
ハ
イ
チ
政
策
に
関
す
る
一
考
察
〔
二
宮
正
人
〕
四
七－
五
九
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
国
連
の
活
動
〔
滝
澤
美
佐
子
〕
六
〇－
七
五
国
際
貢
献
に
超
党
派
外
交
を
〔
池
田
十
吾
〕
七
七－
八
七
432
『
外
交
時
報
』
総
目
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戦
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編
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五
・
完
）
二
七
第
一
三
〇
七
号
一
九
九
四
年
四
月
号
特
集
地
域
広
域
圏
が
め
ざ
す
も
の
巻
頭
言
地
域
的
統
合
の
難
し
さ
〔
池
井
優
〕
二－
三
欧
州
の
再
編
成
と
北
欧
諸
国－
北
欧
・
Ｅ
Ｕ
関
係
の
新
展
開
を
中
心
と
し
て
〔
吉
武
信
彦
〕
四－
二
〇
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
紛
争
処
理
手
続
〔
平
覚
〕
二
一－
三
一
中
南
米
に
お
け
る
地
域
経
済
圏
〔
細
野
昭
雄
〕
三
二－
四
六
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
韓
国
の
対
応
〔
郷
田
正
萬
〕
四
七－
五
九
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
新
展
開
の
三
局
面－
主
体
性
・
主
導
性
の
確
保
へ
の
試
み
〔
玉
木
一
徳
〕
六
〇－
七
〇
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
戦
中
と
戦
後
の
間－
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
於
け
る
総
選
挙
後
の
戦
略
〔
村
主
道
美
〕
七
二－
九
七
第
一
三
〇
八
号
一
九
九
四
年
五
月
号
特
集
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
以
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巻
頭
言
Ｅ
Ｕ
は
ど
こ
へ
行
く
〔
池
井
優
〕
二－
三
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
興
〔
金
子
讓
〕
四－
一
九
欧
州
市
民
権
の
確
立
と
欧
州
連
合
の
行
方－
Ｅ
Ｕ
域
内
居
住
地
参
政
権
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
〔
中
曽
根
佐
織
〕
二
〇－
三
三
旧
東
欧
と
Ｅ
Ｃ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ－
ハ
ン
ガ
リ
ー：
民
族
問
題
の
成
長
の
中
で
〔
羽
場
久
䈧
子
〕
三
四－
四
九
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
後
の
ロ
シ
ア
の
欧
州
外
交－
大
欧
州
主
義
と
大
国
主
義
の
狭
間
で
〔
小
泉
直
美
〕
五
〇－
六
三
冷
戦
の
終
焉
と
「
中
立
」－
変
革
期
欧
州
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
交
〔
蒲
原
正
義
・
広
瀬
佳
一
〕
六
四－
七
九
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
二
八
431
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
ポ
ー
ル
・
ラ
イ
ン
シ
ュ
と
ト
ー
マ
ス
・
ベ
イ
テ
ィ－
一
九
一
一
年
に
お
け
る
接
点
〔
篠
原
初
枝
〕
八
一－
九
七
第
一
三
〇
九
号
一
九
九
四
年
六
月
号
特
集
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
巻
頭
言
中
国
で
留
学
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
〔
池
井
優
〕
二－
三
中
国
の
自
信
と
不
安－
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
超
大
国
と
の
重
層
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
〔
多
賀
秀
敏
〕
四－
一
七
中
国
共
産
党
の
戦
争
観
と
世
界
観
〔
村
井
友
秀
〕
一
八－
二
五
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
対
中
国
経
済
政
策
と
日
本
〔
山
崎
好
裕
〕
二
六－
四
二
中
国
の
安
全
保
障
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
〔
浅
野
亮
〕
四
三－
五
六
投
稿
改
革
開
放
一
五
年
と
中
国
の
社
会
変
容－
個
人
的
観
察
〔
林
慧
芳
〕
五
八－
七
三
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
満
洲
国
承
認
問
題
の
一
側
面－
満
洲
国
の
太
平
洋
問
題
調
査
会
参
加
問
題
を
め
ぐ
っ
て
〔
片
桐
庸
夫
〕
七
四－
八
三
第
一
三
一
〇
号
一
九
九
四
年
七
・
八
月
合
併
号
特
集
冷
戦
後
の
核
問
題
巻
頭
言
沖
縄
返
還
と
核
〔
池
井
優
〕
二－
三
座
談
会
「
冷
戦
後
の
核
問
題
」〔
中
根
猛
・
小
川
伸
一
・
森
本
敏
〕
四－
二
三
ロ
シ
ア
に
よ
る
放
射
性
廃
棄
物
の
海
洋
投
棄
〔
天
野
之
弥
〕
二
四－
四
二
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総
目
次－
戦
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二
九
冷
戦
後
の
北
朝
鮮
の
核
開
発
問
題
〔
武
貞
秀
士
〕
四
三－
五
三
冷
戦
後
に
お
け
る
宇
宙
と
核
兵
器
の
問
題
〔
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
ラ
ド
ナ
ー
〕
五
四－
六
四
旧
ソ
連
諸
国
の
核
問
題
〔
柳
沢
秀
一
〕
六
五－
七
九
投
稿
対
米
同
盟
と
兵
器
開
発－
日
英
の
戦
闘
機
開
発
に
見
る
教
訓
〔
佐
藤
考
一
〕
八
一－
九
一
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
政
治
手
段
と
し
て
の
経
済
制
裁－
そ
の
目
的
と
効
用
に
つ
い
て
の
一
考
察
〔
石
川
恵
美
〕
九
二－
一
一
一
第
一
三
一
一
号
一
九
九
四
年
九
月
号
特
集
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
巻
頭
言
新
東
京
ラ
ウ
ン
ド
の
可
能
性
〔
池
井
優
〕
二－
三
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
の
政
治
過
程
〔
鶴
岡
公
二
〕
四－
一
五
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
と
日
本
の
通
商
政
策
〔
松
下
満
雄
〕
一
六－
三
七
ガ
ッ
ト
農
業
交
渉
の
結
果
と
展
望
〔
山
地
進
〕
三
八－
五
六
新
サ
ー
ビ
ス
貿
易
協
定
と
自
由
貿
易
原
則－
最
恵
国
待
遇
原
則
、
内
国
民
待
遇
原
則
、
相
互
主
義
〔
間
宮
勇
〕
五
七－
七
一
連
載
投
稿
戦
後
日
米
関
係
の
軌
跡
（
一
）
淵
源－
占
領
時
代
〔
浅
川
公
紀
〕
七
二－
八
六
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
欧
州
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
〔
青
木
裕
子
〕
八
八－
一
〇
一
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
三
〇
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第
一
三
一
二
号
一
九
九
四
年
一
〇
月
号
特
集
ロ
シ
ア
問
題
再
考
巻
頭
言
ロ
シ
ア
国
民
の
考
え
て
い
る
こ
と
〔
池
井
優
〕
二－
三
帝
国
の
崩
壊－
バ
ル
ト
三
国
の
ロ
シ
ア
人
〔
植
田
樹
〕
四－
一
七
ロ
シ
ア
の
対
中
な
ら
び
に
対
朝
鮮
半
島
政
策
と
武
器
輸
出
、
核
拡
散
問
題
〔
斎
藤
元
秀
〕
一
八－
三
六
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
対
ロ
政
策
〔
末
沢
恵
美
〕
三
七－
五
一
連
載
投
稿
戦
後
日
米
関
係
の
軌
跡
（
二
）
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
を
振
り
返
る
〔
岩
田
修
一
郎
〕
五
二－
六
五
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
冷
戦
後
の
世
界
を
ど
う
見
る
か－
そ
の
一
、
国
家
中
心
的
世
界
観
〔
加
藤
朗
〕
六
七－
七
九
民
主
体
制
と
核
問
題－
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ブ
ラ
ジ
ル
の
政
策
移
行
過
程
〔
松
下
日
奈
子
〕
八
〇－
九
五
第
一
三
一
三
号
一
九
九
四
年
一
一
・
一
二
月
合
併
号
特
集
デ
ィ
レ
ン
マ
の
中
の
日
米
関
係
巻
頭
言
社
会
党
の
外
交
〔
池
井
優
〕
二－
三
転
換
期
の
日
米
同
盟
関
係
〔
マ
イ
ケ
ル
・
Ｊ
・
グ
リ
ー
ン
（
川
村
晃
一
訳
）〕
四－
一
四
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
国
家
安
全
保
障
政
策
と
対
日
政
策
〔
高
松
基
之
〕
一
五－
二
七
日
米
同
盟
と
米
韓
同
盟－
比
較
の
視
座
〔
村
田
晃
嗣
〕
二
八－
四
二
『
無
』
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー－
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
考
〔
玉
本
偉
（
秋
本
富
雄
訳
）〕
四
三－
五
八
428
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』
総
目
次－
戦
後
編
（
五
・
完
）
三
一
連
載
投
稿
戦
後
日
米
関
係
の
軌
跡
（
三
）「
不
平
等
」
の
構
図－
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
日
米
関
係
〔
波
多
野
澄
雄
〕
五
九－
七
三
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
戦
争
報
道
に
対
す
る
国
際
法
的
規
制
の
史
的
展
開
〔
斎
藤
洋
〕
七
五－
九
一
第
一
三
一
四
号
一
九
九
五
年
一
月
号
特
集
「
文
明
の
衝
突
」
と
世
界
秩
序
巻
頭
言
文
明
の
衝
突
か
調
和
か
〔
池
井
優
〕
二－
三
文
明
の
衝
突
と
国
際
秩
序
〔
蠟
山
道
雄
〕
四－
一
九
「
文
明
の
衝
突
」
か
「
文
化
の
葛
藤
」
か
？
〔
鈴
木
董
〕
二
〇－
二
九
「
文
明
の
衝
突
」
は
新
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
〔
加
藤
朗
〕
三
〇－
四
一
歴
史
的
中
華
帝
国
の
拡
大
と
縮
小
〔
村
井
友
秀
〕
四
二－
五
〇
多
言
語
主
義
と
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム－
Ｅ
Ｕ
と
構
成
国
の
言
語
政
策
〔
安
江
則
子
〕
五
一－
六
三
寄
稿
後
退
す
る
米
国
の
核
抑
止
戦
略
と
冷
戦
後
の
課
題
〔
小
河
内
敏
朗
〕
六
四－
七
九
連
載
投
稿
戦
後
日
米
関
係
の
軌
跡
（
四
）
日
米
安
全
保
障
条
約
の
改
定
〔
池
田
十
吾
〕
八
一－
九
五
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
三
二
427
第
一
三
一
五
号
一
九
九
五
年
二
月
号
特
集
難
民
問
題
の
展
開
と
そ
の
対
応
巻
頭
言
難
民
問
題－
日
本
の
対
応
の
難
し
さ
〔
池
井
優
〕
二－
三
Survival
誌
特
約
中
国
人
国
外
流
出
の
戦
略
的
意
味
〔
ポ
ー
ル
・
Ｊ
・
ス
ミ
ス
（
荒
木
教
夫
訳
）〕
四－
二
五
難
民
問
題
解
決
へ
の
国
連
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
一
考
察
〔
二
宮
正
人
〕
二
六－
四
一
ア
メ
リ
カ
の
難
民
問
題
へ
の
対
応－
軍
事
力
の
「
非
伝
統
的
行
使
」
と
そ
の
意
義
〔
宮
坂
直
史
〕
四
二－
五
六
投
稿
ル
ワ
ン
ダ
の
春－
多
元
化
の
挫
折
と
平
和
維
持
活
動
の
瓦
解
〔
村
主
道
美
〕
五
七－
七
二
連
載
投
稿
戦
後
日
米
関
係
の
軌
跡
（
五
）
再
調
整
の
時
代－
一
九
六
〇
年
代
〔
大
西
貞
雄
〕
七
四－
八
七
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
信
頼
醸
成
措
置
に
関
す
る
一
考
察
〔
吉
高
神
明
〕
八
八－
一
〇
七
第
一
三
一
六
号
一
九
九
五
年
三
月
号
特
集
変
動
す
る
ア
ジ
ア
巻
頭
言
脱
亜
論
と
大
東
合
邦
論
〔
池
井
優
〕
二－
三
「
ア
ジ
ア
の
時
代
」
を
考
え
る
〔
藤
崎
一
郎
〕
四－
一
三
東
ア
ジ
ア
の
国
際
シ
ス
テ
ム
と
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
〔
岩
田
修
一
郎
〕
一
四－
二
六
ポ
ス
ト
鄧
小
平
時
代
の
変
動
の
可
能
性
に
つ
い
て
〔
石
田
収
〕
二
七－
四
一
ロ
シ
ア
（
極
東
）
と
中
国
関
係
〔
三
井
光
夫
〕
四
二－
五
六
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』
総
目
次－
戦
後
編
（
五
・
完
）
三
三
連
載
投
稿
戦
後
日
米
関
係
の
軌
跡
（
六
）
対
米
全
面
依
存
時
代
の
終
焉
〔
斎
藤
元
秀
〕
五
七－
七
九
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
建
国
前
夜
の
米
中
交
渉
〔
興
梠
一
郎
〕
八
一－
九
九
第
一
三
一
七
号
一
九
九
五
年
四
月
号
特
集
環
境
と
開
発
巻
頭
言
環
境
と
開
発
を

流
行

に
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
〔
池
井
優
〕
二－
三
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め
の
国
際
制
度
〔
信
夫
隆
司
〕
四－
一
七
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
成
立
過
程－
国
際
政
策
課
題
の
設
定
と
条
約
交
渉
の
背
景
〔
太
田
宏
〕
一
八－
三
五
地
球
的
規
模
の
開
発
問
題
〔
杉
山
肇
〕
三
六－
五
四
Ｅ
Ｃ
環
境
政
策
の
変
遷－
「
Ｅ
Ｃ
の
な
す
べ
き
こ
と
」
を
求
め
て
〔
和
達
容
子
〕
五
五－
七
一
連
載
投
稿
戦
後
日
米
関
係
の
軌
跡
（
七
）
一
九
八
〇
年
代
の
防
衛
協
力
と
通
商
摩
擦
〔
樋
口
恒
晴
〕
七
三－
九
一
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
ア
メ
リ
カ
議
会
・
Ｓ
Ｄ
Ｉ
・
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約－
国
内
政
治
制
度
と
外
交
政
策
〔
伊
藤
剛
〕
九
二－
一
〇
六
第
一
三
一
八
号
一
九
九
五
年
五
月
号
特
集
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
行
方
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
三
四
425
巻
頭
言
国
境
が
消
え
る－
先
取
り
し
た
サ
ッ
カ
ー
界
〔
池
井
優
〕
二－
三
欧
州
議
会
の
新
し
い
機
能
〔
藤
川
哲
史
〕
四－
二
一
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
対
中
・
東
欧
政
策
の
現
状－
第
五
次
拡
大
に
備
え
る
Ｅ
Ｕ
の
戦
略
〔
小
久
保
康
之
〕
二
二－
三
六
欧
州
新
秩
序
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン－
Ｅ
Ｕ
加
盟
と
中
立
政
策
の
変
容
〔
吉
武
信
彦
〕
三
七－
四
七
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
問
題－
加
盟
拒
否
の
背
景
〔
吉
武
真
理
〕
四
八－
六
三
連
載
投
稿
戦
後
日
米
関
係
の
軌
跡
マ
マ
（
八
）
脱
冷
戦－
戦
日
米
摩
擦
の
時
代
〔
加
藤
朗
〕
六
五－
七
九
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
東
南
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
と
日
本
の
貢
献－
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
可
能
性
〔
佐
藤
孝
一
〕
八
〇－
九
〇
第
一
三
一
九
号
一
九
九
五
年
六
月
号
特
集
紛
争
解
決
へ
の
プ
ロ
セ
ス
巻
頭
言

失
言

と
外
交
的
対
応
〔
池
井
優
〕
二－
三
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
解
決
の
政
治
的
枠
組
み
－
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ト
合
意
と
オ
ス
ロ
合
意
の
視
点
〔
石
田
訓
夫
〕
四－
一
四
エ
ル
・
サ
ル
バ
ド
ル
紛
争
解
決
の
プ
ロ
セ
ス－
地
域
紛
争
解
決
モ
デ
ル
化
の
試
み
〔
渡
辺
利
夫
〕
一
五－
三
一
中
米
紛
争
解
決
へ
の
プ
ロ
セ
ス
〔
狐
崎
知
己
〕
三
二－
四
五
東
テ
ィ
モ
ー
ル
問
題
解
決
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
〔
首
藤
も
と
子
〕
四
六－
六
〇
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
域
外
問
題
と
し
て
の
ボ
ス
ニ
ア
紛
争
〔
吉
崎
知
典
〕
六
一－
七
七
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総
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次－
戦
後
編
（
五
・
完
）
三
五
国
連
に
よ
る
紛
争
解
決
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
一
考
察
－
グ
ル
ジ
ア＝
ア
ブ
ハ
ジ
ア
紛
争
を
事
例
と
し
て
〔
望
月
康
恵
〕
七
八－
九
〇
連
載
投
稿
戦
後
日
米
関
係
の
軌
跡
（
最
終
回
）
将
来－
二
一
世
紀
の
日
米
同
盟
〔
花
井
等
〕
九
二－
一
〇
六
第
一
三
二
〇
号
一
九
九
五
年
七
・
八
月
合
併
号
特
集
世
界
大
戦
終
結
五
〇
年
巻
頭
言
戦
後
五
〇
年－
戦
勝
記
念
と
ロ
シ
ア
〔
池
井
優
〕
二－
三
没
落
か
ら
再
生
へ－
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
後
五
〇
年
〔
石
井
修
〕
四－
一
四
中
欧
の
戦
後
処
理
〔
広
瀬
佳
一
〕
一
五－
二
七
「
朕
ハ
茲
ニ
国
体
ヲ
護
持
シ
得
テ
」－
「
国
体
護
持
」
と
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
〔
波
多
野
澄
雄
〕
二
八－
四
三
大
東
亜
戦
争
と
支
那
事
変
〔
戸
部
良
一
〕
四
四－
五
八
日
米
開
戦－
政
治
心
理
学
的
視
角
か
ら
の
一
考
察
〔
塚
原
光
良
〕
五
九－
七
〇
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
ソ
連
邦
崩
壊
と
北
方
領
土
問
題
の
多
元
化
〔
兵
頭
慎
治
〕
七
二－
八
五
第
一
三
二
一
号
一
九
九
五
年
九
月
号
特
集
戦
後
世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
の
曲
が
り
角
巻
頭
言
社
会
主
義
市
場
経
済
の
弊
害
〔
池
井
優
〕
二－
三
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
三
六
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漂
流
す
る
先
進
国
経
済
と
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
〔
塚
本
俊
造
〕
四－
二
六
戦
後
国
際
経
済
体
制
の
変
容
と
『
埋
め
込
ま
れ
た
自
由
主
義
』〔
古
城
佳
子
〕
二
七－
三
七
戦
後
国
際
経
済
と
ア
メ
リ
カ
対
外
経
済
政
策
の
転
換
〔
山
崎
好
裕
〕
三
八－
四
九
Ｅ
Ｕ
通
貨
統
合
－
冷
戦
構
造
あ
る
い
は
米
ソ
覇
権
構
造
の
生
成
と
崩
壊
が
も
た
ら
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
〔
藤
原
洋
二
〕
五
〇－
六
三
円
の
国
際
化
と
対
日
直
接
投
資
〔
経
団
連
国
際
経
済
部
円
高
研
究
会
〕
六
四－
七
四
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
冷
戦
後
の
世
界
を
ど
う
見
る
か－
そ
の
二
、
多
元
的
世
界
観
〔
加
藤
朗
〕
七
六－
八
八
第
一
三
二
二
号
一
九
九
五
年
一
〇
月
号
特
集
カ
オ
ス
的
状
況
へ
の
対
応
巻
頭
言
海
外
誘
拐
事
件
と
日
本
の
危
機
管
理
〔
池
井
優
〕
二－
三
五
ヵ
国
防
衛
取
極
の
今
日
的
意
義
〔
佐
島
直
子
〕
四－
三
一
変
り
ゆ
く
役
割－
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
に
お
け
る
中
国
と
米
国
〔
呉
心
伯
（
芹
澤
清
訳
）〕
三
二－
六
〇
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
覇
者
め
ざ
す
イ
ラ
ン
〔
山
下
高
明
〕
六
一－
七
七
欧
州
軍
団
そ
の
形
成
過
程
と
展
望
－
ポ
ス
ト
冷
戦
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
防
衛
を
め
ぐ
る
論
議
を
中
心
に
〔
成
澤
宗
男
〕
七
九－
九
五
問
わ
れ
る
日
本
の
危
機
管
理－
防
災
行
政
を
中
心
に
し
て
〔
川
野
秀
之
〕
九
六－
一
〇
七
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総
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戦
後
編
（
五
・
完
）
三
七
第
一
三
二
三
号
一
九
九
五
年
一
一
・
一
二
月
合
併
号
特
集
ア
メ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
と
の
関
係
巻
頭
言
ア
メ
リ
カ
と
ア
ジ
ア－
門
戸
開
放
宣
言
か
ら
ニ
ク
ソ
ン
ド
ク
ト
リ
ン
ま
で
〔
池
井
優
〕
二－
三
冷
戦
後
の
日
米
安
保
条
約
体
制
と
そ
の
再
定
義
〔
高
杉
忠
明
〕
四－
一
五
米
国
と
朝
鮮
半
島－
変
化
と
持
続
〔
武
貞
秀
士
〕
一
六－
二
七
米
中
関
係
と
中
国
の
内
政
〔
浅
野
亮
〕
二
八－
四
三
米
越
関
係
正
常
化
の
戦
略
的
意
味－
歴
史
的
考
察
〔
小
笠
原
高
雪
〕
四
四－
五
六
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
政
策
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ－
会
議
外
交
を
め
ぐ
る
摩
擦
と
共
存
〔
佐
藤
考
一
〕
五
七－
七
四
冷
戦
後
の
米
・
イ
ン
ド
関
係
〔
サ
ト
ゥ
・
リ
メ
イ
エ
（
佐
藤
治
子
訳
）〕
七
五－
八
五
第
一
三
二
四
号
一
九
九
六
年
一
月
号
特
集
ポ
ス
ト
・
戦
後
五
〇
年
の
世
界
的
課
題
巻
頭
言
日
米
安
保
は
必
要
か－
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
ナ
イ
論
争
〔
池
井
優
〕
二－
三
中
東
欧
に
対
す
る
経
済
技
術
協
力
〔
地
引
嘉
博
〕
四－
一
八
冷
戦
後
の
国
際
経
済
支
援
の
枠
組
み－
共
有
価
値
と
日
本
の
貢
献
〔
稲
田
十
一
〕
一
九－
三
一
ポ
ス
ト
・
戦
後
五
〇
年
の
世
界
的
課
題－
多
元
的
世
界
を
め
ざ
し
て
〔
加
藤
朗
〕
三
二－
四
七
冷
戦
後
の
国
際
関
係
と
ポ
ス
ト
・「
戦
後
」
五
〇
年
の
世
界
的
課
題
〔
太
田
宏
〕
四
八－
六
五
第
九
条
と
平
和
維
持
活
動－
柔
軟
解
釈
の
限
界
〔
石
河
ま
さ
み
（
秋
本
富
雄
訳
）〕
六
六－
七
九
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
三
八
421
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
軍
備
政
策
に
つ
い
て
の
一
考
察
〔
堀
内
直
哉
〕
八
一－
九
六
第
一
三
二
五
号
一
九
九
六
年
二
月
号
特
集
多
角
間
関
係
の
諸
相
巻
頭
言
多
角
的
関
係
を
摸
索
す
る
台
湾
〔
池
井
優
〕
二－
三
国
際
秩
序
の
変
容
と
多
角
間
関
係
の
展
開－
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
全
保
障
問
題
を
中
心
に
〔
金
子
讓
〕
四－
一
九
Ｅ
Ｕ
統
合
の
裏
と
表
〔
青
木
裕
子
〕
二
〇－
三
四
バ
ル
ト
三
国
を
中
心
と
す
る
地
域
協
力
〔
志
摩
園
子
〕
三
五－
四
五
図
們
江
地
域
開
発
計
画
の
推
移
と
東
北
ア
ジ
ア
の
地
域
間
関
係
〔
櫛
谷
圭
司
〕
四
六－
五
七
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
「
一
九
四
〇
年
体
制
」
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ－
「
昭
和
」
再
考
〔
黒
沢
文
貴
〕
五
八－
七
九
ア
メ
リ
カ
外
交
に
お
け
る
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ
設
立
の
意
義
〔
佐
藤
真
千
子
〕
八
〇－
一
〇
四
第
一
三
二
六
号
一
九
九
六
年
三
月
号
特
集
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
暗
雲
」
巻
頭
言
中
国
、
北
朝
鮮
は
東
ア
ジ
ア
の
暗
雲
か
〔
池
井
優
〕
二－
三
東
ア
ジ
ア
の
武
器
移
転
〔
村
井
友
秀
〕
四－
一
四
中
国
の
軍
事
近
代
化
と
そ
の
波
紋－
「
中
国
脅
威
論
」
の
意
味
す
る
も
の
〔
阿
部
純
一
〕
一
五－
三
四
中
国
経
済
の
実
相－
中
国
は
東
ア
ジ
ア
の
『
暗
雲
』
と
な
る
か
〔
青
山
周
〕
三
五－
五
〇
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）
三
九
中
国
大
国
化
の
世
界
史
的
意
味
と
日
本
外
交
〔
添
谷
芳
秀
〕
五
一－
五
九
日
米
韓
安
全
保
障
関
係
の
問
題
点
〔
村
田
晃
嗣
〕
六
〇－
六
八
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
め
ぐ
る
地
域
経
済
秩
序
形
成
の
新
展
開
〔
金
子
芳
樹
〕
七
〇－
九
三
第
一
三
二
七
号
一
九
九
六
年
四
月
号
特
集
問
わ
れ
る
国
連
の
「
器
量
」
巻
頭
言
日
本
の
国
連
イ
メ
ー
ジ
〔
池
井
優
〕
二－
三
武
力
の
行
使
と
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
〔
高
井
晉
〕
四－
一
七
米
国
の
国
連
政
策－
そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
行
動
〔
星
野
俊
也
〕
一
八－
三
〇
安
全
保
障
理
事
会
特
設
法
廷
の
基
本
理
念
と
戦
犯
裁
判
の
実
状
〔
小
長
谷
和
高
〕
三
一－
四
五
人
道
的
救
援
と
国
連
〔
庄
司
真
理
子
〕
四
六－
六
一
ゆ
ら
ぐ
公
海
漁
業
の
自
由－
「
公
海
漁
業
実
施
協
定
」
ま
で
の
道
程
と
そ
の
評
価
〔
都
留
康
子
〕
六
三－
八
三
中
絶
問
題
と
米
中
関
係－
国
連
人
口
基
金
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
〔
東
郷
育
子
〕
八
四－
一
〇
二
第
一
三
二
八
号
一
九
九
六
年
五
月
号
特
集
旧
共
産
圏
の
そ
の
後
巻
頭
言
ガ
ラ
ス
の
金
メ
ダ
ル
〔
池
井
優
〕
二－
三
八
九
年
変
革
後
の
バ
ル
カ
ン
情
勢
〔
地
引
嘉
博
〕
四－
一
七
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
四
〇
419
ロ
シ
ア
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
統
合
政
策
〔
松
井
弘
明
〕
一
八－
二
九
中
央
ア
ジ
ア
独
立
共
和
国
と
言
語
問
題
〔
野
田
岳
人
〕
三
〇－
四
二
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
「
移
行
」
過
程－
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
〔
水
谷
驍
〕
四
三－
五
七
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
現
状－
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）〔
佐
藤
雪
野
〕
五
八－
六
九
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
劉
少
奇
と
毛
沢
東
（
上
）－
劉
の
対
毛
「
独
立
性
」
に
関
す
る
初
歩
的
検
討
〔
諏
訪
一
幸
〕
七
一－
八
五
一
九
九
五
年
に
お
け
る
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）
廃
止
問
題
の
動
向
〔
佐
藤
竜
太
〕
八
六－
一
〇
一
第
一
三
二
九
号
一
九
九
六
年
六
月
号
特
集
自
由
化
の
嵐
と
国
民
経
済
の
寿
命
巻
頭
言
イ
ン
ド
総
選
挙
の
教
訓－
経
済
改
革
の
重
い
ひ
ず
み
〔
池
井
優
〕
二－
三
国
民
経
済
は
消
滅
す
る
の
か－
理
論
と
政
策
の
あ
い
だ
〔
山
崎
好
裕
〕
四－
一
八
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
に
お
け
る
対
外
経
済
政
策
の
変
容－
「
自
由
化
志
向
性
重
商
主
義
」〔
飯
倉
章
〕
一
九－
三
七
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
日
本
の
金
融
産
業
〔
糸
瀬
茂
〕
三
八－
五
〇
日
本
経
済
シ
ス
テ
ム
の
転
換
と
そ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
－
日
米
経
済
関
係
を
中
心
と
し
て
〔
横
尾
賢
一
郎
〕
五
一－
六
三
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
Ｅ
Ｕ
統
合
発
展
過
程
〔
酒
井
博
司
・
青
木
裕
子
〕
六
五－
八
二
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
劉
少
奇
と
毛
沢
東
（
下
）－
劉
の
対
毛
「
独
立
性
」
に
関
す
る
初
歩
的
検
討
〔
諏
訪
一
幸
〕
八
三－
一
一
一
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四
一
第
一
三
三
〇
号
一
九
九
六
年
七
・
八
月
合
併
号
特
集
冷
戦
後
の
軍
事
力
問
題
巻
頭
言
軍
事
と
安
全
保
障
教
育
の
必
要
性
〔
池
井
優
〕
二－
三
冷
戦
後
の
軍
事
力－
試
論
〔
今
井
隆
吉
〕
四－
二
一
湾
岸
戦
争
後
の
中
東
軍
事
情
勢
と
核
拡
散
〔
山
下
高
明
〕
二
二－
三
七
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
平
和
活
動－
軽
武
器
拡
散
と
武
装
解
除
〔
宮
坂
直
史
〕
三
八－
五
五
防
衛
計
画
大
綱
と
冷
戦
後
の
防
衛
力
整
備
〔
櫻
井
敏
雄
〕
五
六－
六
八
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
政
府
解
釈
の
形
成
と
展
開
（
上
）
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
か
ら
湾
岸
戦
争
ま
で
〔
阪
口
規
純
〕
七
〇－
九
八
第
一
三
三
一
号
一
九
九
六
年
九
月
号
特
集
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
実
情
と
展
望
巻
頭
言
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
中
国
を
加
盟
さ
せ
る
べ
き
か
〔
池
井
優
〕
二－
三
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
現
状
と
課
題
〔
松
下
満
雄
〕
四－
一
五
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
本
格
始
動
と
米
国
の
通
商
政
策
〔
坂
本
俊
造
〕
一
六－
三
四
Ｅ
Ｕ
の
通
商
戦
略
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
の
対
応
〔
臼
井
陽
一
郎
〕
三
五－
五
〇
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
通
商
戦
略
と
地
域
秩
序
構
想
－
相
互
に
補
完
す
る
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
〔
菊
池
努
〕
五
一－
六
六
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
四
二
417
中
国
・
台
湾
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
つ
い
て
〔
青
山
周
〕
六
八－
七
八
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
政
府
解
釈
の
形
成
と
展
開
（
下
）
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
か
ら
湾
岸
戦
争
ま
で
〔
阪
口
規
純
〕
七
九－
九
九
第
一
三
三
二
号
一
九
九
六
年
一
〇
月
号
特
集
情
報
か
ら
見
た
国
際
関
係
巻
頭
言
情
報
で
も
勝
っ
た
日
露
戦
争
・
情
報
で
も
負
け
た
日
ソ
国
交
回
復
交
渉
〔
池
井
優
〕
二－
三
情
報
化
と
世
界
経
済
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
〔
佐
々
木
實
雄
〕
四－
一
四
発
展
す
る
ア
ジ
ア
の
テ
レ
ビ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
－
そ
の
状
況
と
（
日
本
か
ら
み
た
）
問
題
点
〔
川
竹
和
夫
〕
一
五－
二
九
国
際
的
武
力
紛
争
に
お
け
る
取
材
の
自
由
と
国
際
法
－
the
rightofaccess
の
適
用
可
能
性
を
中
心
と
し
て
〔
斎
藤
洋
〕
三
〇－
四
一
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
の
流
通
と
国
際
法
の
課
題
－
と
く
に
わ
い
せ
つ
情
報
規
制
に
つ
い
て
〔
一
戸
信
哉
〕
四
二－
五
五
海
外
人
質
事
件
と
ア
メ
リ
カ
国
内
政
治－
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
比
較
研
究
に
向
け
て
〔
宮
坂
直
史
〕
五
六－
七
七
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
日
本
の
対
外
政
策－
総
括
と
展
望
〔
Ｖ
・
キ
ス
タ
ー
ノ
フ
（
大
崎
平
八
郎
監
訳
）〕
七
九－
九
九
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四
三
第
一
三
三
三
号
一
九
九
六
年
一
一
・
一
二
月
合
併
号
特
集
世
界
の
流
動
化
と
制
度
化
巻
頭
言
存
続
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
解
体
し
た
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ
〔
池
井
優
〕
二－
三
イ
ン
ド
の
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
拒
否
と
南
ア
ジ
ア
の
軍
事
環
境
〔
山
下
高
明
〕
四－
一
八
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権
誕
生
後
の
中
東
の
「
不
安
定
」
諸
要
因
の
分
析
〔
宮
田
律
〕
一
九－
三
三
返
還
過
渡
期
香
港
の
政
治
変
動
〔
石
川
恵
美
〕
三
四－
四
九
何
故
、
協
定
は
結
ば
れ
た
か
？－
豪
州
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
安
保
協
定
成
立
ま
で
の
軌
跡
〔
佐
島
直
子
〕
五
〇－
七
八
Ｅ
Ｕ
政
府
間
会
議
と
欧
州
人
権
条
約
加
入
問
題－
欧
州
司
法
裁
判
所
意
見
の
意
義
〔
庄
司
克
宏
〕
八
〇－
九
二
欧
州
兵
器
協
力
に
お
け
る
制
度
化
と
流
動
化
〔
臼
井
実
稲
子
〕
九
三－
一
〇
一
第
一
三
三
四
号
一
九
九
七
年
一
月
号
特
集
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
コ
モ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
巻
頭
言
十
九
世
紀
、
二
十
世
紀
、
そ
し
て
二
十
一
世
紀
〔
池
井
優
〕
二－
三
世
界
共
通
の
政
策
課
題
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
〔
太
田
宏
〕
四－
二
四
冷
戦
後
の
国
連
の
平
和
維
持
活
動
と
今
後
の
問
題
点
－
内
戦
終
了
後
の
国
内
改
革
・
軍
縮
と
戦
闘
員
の
社
会
復
帰
〔
打
村
晋
三
〕
二
五－
三
五
地
球
温
暖
化－
そ
の
科
学
、
経
済
お
よ
び
政
治
〔
細
野
豊
樹
〕
三
六－
五
〇
情
報
化
時
代
の
国
際
世
論
〔
林
法
隆
〕
五
一－
六
二
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
が
生
む
危
機－
世
界
の
食
糧
・
人
口
問
題
と
中
国
〔
駒
形
哲
哉
〕
六
四－
八
一
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
四
四
415
世
紀
末
に
お
け
る
国
際
政
治
理
論
の
状
況
〔
石
川
卓
〕
八
二－
九
七
第
一
三
三
五
号
一
九
九
七
年
二
月
号
特
集
一
九
九
六
年
大
統
領
選
挙
後
の
ア
メ
リ
カ
巻
頭
言
『「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
え
る
中
国
』『「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
え
る
日
本
』
と
ア
メ
リ
カ
〔
池
井
優
〕
二－
三
二
十
一
世
紀
の
コ
モ
ン
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
〔
鶴
岡
公
二
〕
四－
一
二
ク
リ
ン
ト
ン
外
交
四
年
間
の
足
跡
と
展
望
〔
関
場
誓
子
〕
一
三－
二
二
ア
メ
リ
カ
の
中
国
政
策
を
展
望
す
る
〔
湯
浅
成
大
〕
二
三－
三
四
米
韓
同
盟
の
摩
擦－
一
九
六
八
年
と
一
九
九
六
年
〔
村
田
晃
嗣
〕
三
五－
四
一
ク
リ
ン
ト
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
と
課
題
〔
山
崎
好
裕
〕
四
二－
六
〇
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
日
露
戦
争
中
の
露
仏
諜
報
協
力－
対
日
情
報
収
集
を
め
ぐ
っ
て
〔
稲
葉
千
晴
〕
六
二－
八
三
第
一
三
三
六
号
一
九
九
七
年
三
月
号
特
集
国
際
機
関
の
光
と
影
巻
頭
言
日
本
国
際
連
盟
協
会－
そ
の
光
と
影
〔
池
井
優
〕
二－
三
安
全
保
障
概
念
の
変
化
と
現
代
Ｐ
Ｋ
Ｏ
〔
高
井
晉
〕
四－
一
八
地
球
環
境
保
全
の
た
め
の
資
金
提
供
制
度
－
G
lobalEnvironm
entFacility
（
Ｇ
Ｅ
Ｆ
）
を
中
心
と
し
て
〔
信
夫
隆
司
〕
一
九－
三
八
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四
五
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
ま
た
は
核
兵
器
の
使
用
の
合
法
性
に
関
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
〔
則
武
輝
幸
〕
三
九－
五
五
欧
州
統
合
の
加
速
化
と
国
際
統
合
理
論
〔
若
林
広
〕
五
六－
六
九
冷
戦
期
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
と
国
家
の
相
克－
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
セ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
外
交
〔
宮
脇
昇
〕
七
〇－
八
七
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
「
田
中
外
交
」
へ
の
一
視
角
〔
冨
田
圭
一
郎
〕
八
九－
一
〇
二
第
一
三
三
七
号
一
九
九
七
年
四
月
号
特
集
自
由
化
の
流
れ
と
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
巻
頭
言
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
明
る
い
希
望
が
持
て
る
か
〔
池
井
優
〕
二－
三
経
済
的
自
由
主
義
と
政
治
的
民
主
主
義
の
共
存
？－
世
紀
末
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
一
断
面
－
チ
リ
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
事
例
を
て
が
か
り
と
し
て
〔
松
下
洋
〕
四－
一
八
中
南
米
に
お
け
る
地
域
統
合
〔
細
野
昭
雄
〕
一
九－
三
八
セ
デ
ィ
ー
ジ
ョ
政
権
と
メ
キ
シ
コ
政
治
・
経
済
の
現
状
〔
岸
川
毅
〕
三
九－
五
〇
第
二
次
フ
ジ
モ
リ
政
権
の
政
治
的
課
題
〔
村
上
勇
介
〕
五
一－
六
六
中
米
諸
国
に
お
け
る
紛
争
安
定
と
新
自
由
主
義
的
経
済
政
策
－
エ
ル
・
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
事
例
を
中
心
に
〔
櫻
井
真
由
美
〕
六
七－
八
一
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
「
親
英
米
派
」
の
国
際
関
係
観－
西
園
寺
公
望
と
阪
谷
芳
郎
、
吉
田
茂
を
つ
う
じ
て
〔
小
池
聖
一
〕
八
三－
九
三
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
四
六
413
第
一
三
三
八
号
一
九
九
七
年
五
月
号
特
集
ロ
シ
ア
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
巻
頭
言
絶
望
的
な
ロ
シ
ア
経
済
〔
池
井
優
〕
二－
三
ロ
シ
ア
の
内
政－
大
統
領
府
と
チ
ュ
バ
イ
ス
〔
角
田
安
正
〕
四－
一
六
ロ
シ
ア
連
邦
構
成
主
体
の
対
外
関
係－
現
状
と
展
望
〔
坂
口
賀
朗
〕
一
七－
三
〇
ロ
シ
ア
と
バ
ル
カ
ン
諸
国
〔
地
引
嘉
博
〕
三
一－
四
四
冷
戦
崩
壊
期
米
国
の
ソ
連
・
ロ
シ
ア
金
融
支
援
か
ら
見
た
Ｇ
7
政
策
〔
吉
村
勝
彦
〕
四
五－
五
九
バ
ル
ト
三
国
の
地
域
協
力
と
外
交
政
策－
対
Ｅ
Ｕ
及
び
対
ロ
シ
ア
の
関
係
か
ら
〔
志
摩
園
子
〕
六
〇－
七
三
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
三
〇
年－
会
議
外
交
を
中
心
と
す
る
一
つ
の
解
釈
〔
佐
藤
考
一
〕
七
五－
九
七
第
一
三
三
九
号
一
九
九
七
年
六
月
号
特
集
香
港
返
還
後
の
東
ア
ジ
ア
巻
頭
言
香
港
返
還
後
の
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障－
台
湾
の
見
方
〔
池
井
優
〕
二－
三
日
本
外
交
と
中
国
〔
宮
本
雄
二
〕
四－
一
三
中
台
関
係－
逆
境
に
立
つ
台
湾
の
「
現
実
外
交
」〔
阿
部
純
一
〕
一
四－
三
〇
九
〇
年
代
日
中
関
係
の
展
望
〔
中
居
良
文
〕
三
一－
四
八
返
還
後
香
港
の
未
来
像
〔
石
川
恵
美
〕
四
九－
六
一
中
国
に
お
け
る
少
数
民
族
問
題
の
行
方－
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
を
中
心
に
〔
柴
田
孝
〕
六
三－
七
五
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総
目
次－
戦
後
編
（
五
・
完
）
四
七
変
わ
る
中
国
、
変
わ
ら
な
い
中
国
〔
青
山
周
〕
七
六－
八
七
第
一
三
四
〇
号
一
九
九
七
年
七
・
八
月
合
併
号
特
集
安
全
保
障
の
新
し
い
展
開
巻
頭
言
中
国
の
考
え
る
安
全
保
障－
台
湾
の
見
方
〔
池
井
優
〕
二－
三
求
め
ら
れ
る
新
た
な
安
全
保
障
観
〔
加
藤
朗
〕
四－
一
七
日
本
お
よ
び
朝
鮮
半
島
の
非
核
地
帯
化
〔
小
川
伸
一
〕
一
八－
三
三
武
器
輸
出
三
原
則－
そ
の
背
景
と
課
題
〔
相
原
三
起
子
〕
三
四－
五
一
脱
冷
戦
期
に
お
け
る
米
国
軍
事
の
情
報
革
命－
国
防
情
報
基
盤
整
備
と
そ
の
政
策
決
定
過
程
〔
山
本
元
〕
五
二－
六
七
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
新
た
な
世
紀
の
安
全
保
障
モ
デ
ル
と
な
る
か
－
相
互
不
信
と
規
範
構
築
を
つ
な
ぐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
セ
ス
〔
坪
内
淳
〕
六
九－
八
六
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
戦
後
初
期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
核
政
策－
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
と
原
子
力
国
際
管
理
〔
永
野
隆
行
〕
八
七－
一
〇
一
第
一
三
四
一
号
一
九
九
七
年
九
月
号
特
集
国
際
協
力
の
レ
ジ
ー
ム
形
成
巻
頭
言
国
際
協
力
学
科
創
設－
常
磐
大
学
の
試
み
〔
池
井
優
〕
二－
三
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
に
つ
い
て
〔
大
芝
亮
〕
四－
一
二
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
vs.
日
本
型
ア
プ
ロ
ー
チ
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
四
八
411
－国
際
開
発
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
論
争
と
日
本
の
知
的
貢
献
〔
稲
田
十
一
〕
一
三－
二
九
世
界
銀
行
の
体
制
移
行
〔
武
内
憲
治
〕
三
〇－
四
四
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
－
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
・
Ｃ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
〔
毛
利
聡
子
〕
四
五－
六
〇
地
球
温
暖
化
問
題
を
め
ぐ
る
多
国
間
協
力－
レ
ジ
ー
ム
形
成
の
視
角
か
ら
の
考
察
〔
横
田
匡
紀
〕
六
一－
八
〇
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
ボ
ス
ニ
ア
平
和
履
行
軍
派
遣
決
定
と
ア
メ
リ
カ
議
会
（
上
）
－
ポ
ス
ト
冷
戦
期
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
決
定
過
程
の
諸
問
題
〔
阿
南
東
也
〕
八
二－
一
〇
五
第
一
三
四
二
号
一
九
九
七
年
一
〇
月
号
特
集
カ
ン
ボ
ジ
ア
情
勢
の
読
み
方
巻
頭
言
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
と
日
本
外
交
〔
池
井
優
〕
二－
三
カ
ン
ボ
ジ
ア
「
政
変
」
の
分
析
視
角－
権
力
闘
争
と
国
際
力
学
〔
竹
田
い
さ
み
〕
四－
一
六
カ
ン
ボ
ジ
ア
「
政
変
」
の
背
景
と
原
因
〔
鶴
田
亀
良
〕
一
七－
三
四
政
治
的
緊
張
が
続
く
カ
ン
ボ
ジ
ア
情
勢
〔
山
岡
邦
彦
〕
三
五－
四
六
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
際
法
廷－
そ
の
可
能
性
と
問
題
点
〔
坂
口
智
〕
四
七－
六
一
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
と
領
土
問
題
（
上
）－
条
約
の
完
成
か
ら
調
印
ま
で
〔
梶
浦
篤
〕
六
三－
七
一
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
国
際
関
係
と
イ
ギ
リ
ス
の
関
与
〔
永
野
隆
行
〕
七
二－
九
三
410
『
外
交
時
報
』
総
目
次－
戦
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五
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四
九
第
一
三
四
三
号
一
九
九
七
年
一
一
・
一
二
月
合
併
号
特
集
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
そ
し
て
国
際
政
治
巻
頭
言
文
化
遺
産
・
自
然
遺
産
の
保
護
〔
池
井
優
〕
二－
三
地
球
温
暖
化
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
経
済－
「
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
」
議
定
書
交
渉
の
背
景
〔
太
田
宏
〕
四－
三
三
ア
ジ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
協
力
の
諸
課
題－
ロ
シ
ア
参
入
の
課
題
〔
末
次
克
彦
〕
三
四－
五
〇
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
〔
中
島
正
人
〕
五
一－
六
三
湾
岸
戦
争
後
の
中
東
石
油
情
勢－
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
大
丈
夫
か
〔
植
村
和
志
〕
六
四－
八
四
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
ボ
ス
ニ
ア
平
和
履
行
軍
派
遣
決
定
と
ア
メ
リ
カ
議
会
（
下
）
－
ポ
ス
ト
冷
戦
期
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
決
定
過
程
の
諸
問
題
〔
阿
南
東
也
〕
八
五－
九
七
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
と
領
土
問
題
（
下
）－
条
約
の
完
成
か
ら
調
印
ま
で
〔
梶
浦
篤
〕
九
九－
一
〇
八
ジ
ョ
ン
・
ア
リ
ソ
ン
と
日
本
再
軍
備－
一
九
五
二
〜
一
九
五
三
年
〔
池
田
慎
太
郎
〕
一
〇
九－
一
二
五
第
一
三
四
四
号
一
九
九
八
年
一
月
号
特
集
ア
ジ
ア
時
代
の
到
来
⁉
巻
頭
言
日
本
は
ア
ジ
ア
の
反
面
教
師
か
〔
池
井
優
〕
二－
三
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
と
日
中
関
係
〔
村
井
友
秀
〕
四－
一
九
こ
れ
か
ら
の
朝
鮮
半
島
は
ど
う
な
る
か
〔
武
貞
秀
士
〕
二
〇－
三
二
ア
ジ
ア
経
済
の
潮
流
〔
青
山
周
・
太
田
誠
〕
三
三－
四
七
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
五
〇
409
中
東
と
ア
ジ
ア－
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
跨
ぐ
実
利
主
義
に
よ
る
協
調
〔
宮
田
律
〕
四
八－
六
一
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
民
の
多
元
化
と
開
発
体
制
の
動
揺
〔
金
子
芳
樹
〕
六
二－
七
五
歴
史
の
流
れ
で
見
る
二
十
一
世
紀
の
ア
ジ
ア
〔
前
田
正
裕
〕
七
六－
九
〇
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
信
頼
醸
成
措
置－
日
本
の
防
衛
交
流
・
安
保
対
話
に
関
す
る
一
考
察
〔
塚
本
勝
也
〕
九
二－
一
〇
五
第
一
三
四
五
号
一
九
九
八
年
二
月
号
特
集
近
・
現
代
の
日
本
外
交
と
世
界
〔
創
刊
一
〇
〇
周
年
記
念
号
〕
巻
頭
言
『
外
交
時
報
』
一
〇
〇
年
〔
池
井
優
〕
二－
三
座
談
会
「
現
代
の
世
界
情
勢
」
〔
蠟
山
道
雄
・
孫
崎
享
・
猪
口
孝
・
山
本
武
彦
・
竹
田
い
さ
み
・
山
岡
邦
彦
・
五
味
俊
樹
〕
四－
四
一
戦
前
期
日
本
外
交
の
論
点－
第
一
次
世
界
大
戦
期
ま
で
〔
大
畑
篤
四
郎
〕
四
二－
五
四
両
大
戦
間
期
の
体
制
変
動
と
日
本
外
交
〔
黒
沢
文
貴
〕
五
五－
六
六
「
負
の
遺
産
」
の
克
服－
戦
争
の
伝
承
と
い
う
こ
と
〔
波
多
野
澄
雄
〕
六
七－
七
七
戦
後
日
本
外
交
五
二
年
の
軌
跡
〔
添
谷
芳
秀
〕
七
九－
九
三
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
災
害
時
の
国
際
緊
急
援
助
受
入
に
お
け
る
日
本
の
外
交
態
度－
関
東
大
震
災
の
場
合
〔
飯
森
明
子
〕
九
四－
一
一
四
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総
目
次－
戦
後
編
（
五
・
完
）
五
一
第
一
三
四
六
号
一
九
九
八
年
三
月
号
特
集
Ｅ
Ｕ
を
通
じ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巻
頭
言
期
待
さ
れ
る
欧
州
通
貨
ユ
ー
ロ
〔
池
井
優
〕
二－
三
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
と
Ｅ
Ｕ
の
多
段
階
統
合－
「
緊
密
化
協
力
」（
柔
軟
性
）
条
項
の
意
義
〔
庄
司
克
宏
〕
四－
一
七
Ｅ
Ｕ
の
東
方
拡
大
と
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
〇
〇
」〔
小
久
保
康
之
〕
一
八－
三
三
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
方
拡
大－
新
し
い
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
「
可
変
翼
」
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
〔
小
林
正
英
〕
三
四－
五
〇
中
・
東
欧
諸
国
の
経
済
体
制
移
行
〔
東
野
篤
子
〕
五
一－
六
七
Ｅ
Ｕ
通
貨
統
合
の
マ
ク
ロ
経
済
的
限
界
〔
藤
原
洋
二
〕
六
八－
七
八
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
カ
ナ
ダ
外
交
に
お
け
る
「
機
能
主
義
」
再
考－
国
際
環
境
と
国
家
の
自
立
性
の
観
点
か
ら
〔
岡
垣
知
子
〕
八
〇－
一
〇
二
第
一
三
四
七
号
一
九
九
八
年
四
月
号
特
集
「
ニ
ュ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
ア
ジ
ア
巻
頭
言
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
ア
ジ
ア
諸
国
〔
池
井
優
〕
二－
三
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
日
本
の
立
場
〔
山
岡
邦
彦
〕
四－
一
五
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
前
後
の
日
米
関
係
と
中
国
〔
関
場
誓
子
〕
一
六－
二
九
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
秩
序
を
め
ぐ
る
日
米
中
関
係
－
日
米
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
中
国
の
対
応
〔
阿
部
純
一
〕
三
〇－
四
六
日
米
安
全
保
障
関
係
に
お
け
る
〈
朝
鮮
半
島
要
因
〉－
新
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
の
策
定
に
よ
せ
て
〔
村
田
晃
嗣
〕
四
七－
六
二
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
五
二
407
新
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
と
ア
ジ
ア
諸
国
〔
鶴
田
亀
良
〕
六
三－
八
〇
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
ミ
ッ
テ
ラ
ン
仏
政
権
下
の
核
政
策
〔
久
迩
良
子
〕
八
二－
九
五
第
一
三
四
八
号
一
九
九
八
年
五
月
号
特
集
変
わ
る
ロ
シ
ア
・
変
わ
ら
ぬ
ロ
シ
ア
巻
頭
言
変
わ
る
ロ
シ
ア
・
変
わ
ら
な
い
ロ
シ
ア－
ロ
シ
ア
ジ
ョ
ー
ク
か
ら
〔
池
井
優
〕
二－
三
日
本
に
接
近
す
る
ロ
シ
ア
〔
斎
藤
元
秀
〕
四－
一
九
ロ
フ
リ
ン
・
ロ
シ
ア
国
家
院
国
防
委
員
長
と
「
軍
擁
護
運
動
」〔
角
田
安
正
〕
二
〇－
三
三
ク
リ
ミ
ア
の
分
離
主
義
運
動
〔
末
澤
恵
美
〕
三
四－
四
八
ロ
シ
ア
国
家
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
〔
中
野
潤
三
〕
四
九－
五
九
日
ロ
経
済
関
係
の
過
去
、
現
在
、
未
来－
民
間
経
済
交
流
か
ら
の
一
考
察
〔
横
尾
賢
一
郎
〕
六
一－
七
五
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
第
一
次
世
界
大
戦
が
育
ん
だ
Ｅ
Ｕ
の
源
流
〔
染
木
布
充
〕
七
六－
九
三
第
一
三
四
九
号
一
九
九
八
年
六
月
号
特
集
ト
ラ
ン
ス
ガ
バ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
視
点
巻
頭
言
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
時
代
の
犯
罪
と
そ
の
対
応
〔
池
井
優
〕
二－
三
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
ト
ラ
ン
ス
・
ガ
バ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
〔
宮
坂
直
史
〕
四－
二
〇
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五
三
刑
事
司
法
分
野
に
お
け
る
国
家
の
協
調－
国
際
的
実
施
方
式
の
も
う
一
つ
の
試
み
〔
滝
澤
美
佐
子
〕
二
一－
三
九
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所－
管
轄
権
に
関
す
る
若
干
の
考
察
〔
小
長
谷
和
高
〕
四
〇－
五
六
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
今
日
的
機
能
と
問
題
点
〔
古
城
佳
子
〕
五
七－
六
八
ア
ジ
ア
通
貨
・
金
融
危
機
と
国
際
政
策
協
調
〔
伊
藤
さ
ゆ
り
〕
七
〇－
八
三
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
新
し
い
日
韓
漁
業
協
定
の
締
結
に
向
け
て－
国
際
海
洋
法
の
枠
組
み
の
変
化
〔
武
山
眞
行
〕
八
四－
九
五
第
一
三
五
〇
号
一
九
九
八
年
七
・
八
月
合
併
号
特
集
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
め
ぐ
る
地
政
戦
略
巻
頭
言
地
政
学
上
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
〔
池
井
優
〕
二－
三
ユ
ー
ラ
シ
ア
戦
略
外
交
と
基
層
構
造
〔
納
家
政
嗣
〕
四－
一
九
旧
ソ
連
・
イ
ス
ラ
ム
系
諸
国
の
可
能
性－
「
広
域
中
東
圏
」
か
ら
の
分
析
視
点
〔
宮
田
律
〕
二
〇－
三
四
中
国
の
西
方
進
出
と
中
央
ア
ジ
ア
〔
村
井
友
秀
〕
三
五－
四
五
ア
メ
リ
カ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
拡
大
問
題
－
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
チ
ェ
ス
ボ
ー
ド
論
」
を
手
が
か
り
に
〔
阿
南
東
也
〕
四
六－
六
四
冷
戦
後
の
国
際
秩
序
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
巡
る
地
政
戦
略－
米
国
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
拡
大
政
策
を
中
心
に
〔
金
子
讓
〕
六
六－
八
一
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
知
的
所
有
権
分
野
に
お
け
る
米
国
の
戦
略
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
三
〇
一
条
－
対
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
制
裁
事
例
を
中
心
に
〔
松
本
光
浩
・
子
安
昭
子
〕
八
二－
九
七
松
山
大
学
論
集
第
二
十
六
巻
第
六
号
五
四
405
第
一
三
五
一
号
一
九
九
八
年
九
月
号
特
集
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
環
境
、
そ
し
て
人
権
巻
頭
言
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
環
境
、
人
権－
中
国
の
場
合
〔
池
井
優
〕
二－
三
民
主
化
へ
の
介
入
？－
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
に
つ
い
て
の
国
際
的
議
論
と
日
本
の
対
応
〔
稲
田
十
一
〕
四－
一
七
現
場
か
ら
見
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
評
価
〔
山
本
愛
一
郎
〕
一
八－
二
九
現
代
ア
メ
リ
カ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策－
変
容
と
現
状
〔
滝
田
賢
治
〕
三
〇－
四
六
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
論
の
過
去
と
「
現
在
」
－
国
際
機
構
、
国
際
レ
ジ
ー
ム
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
〔
太
田
宏
〕
四
七－
六
〇
自
由
論
文
コ
ー
ナ
ー
日
米
開
戦
の
国
際
政
治
理
論－
現
代
の
国
際
関
係
に
問
い
か
け
る
も
の
〔
野
口
和
彦
〕
六
二－
七
九
国
際
関
係
論
に
お
け
る
三
つ
の
伝
統－
英
米
の
国
際
政
治
理
論
の
現
在
〔
鈴
木
陽
一
〕
八
一－
九
六
休
刊
措
置
へ
の
お
詫
び
と
発
行
人
へ
の
感
謝
〔
五
味
俊
樹
〕
九
七－
九
七
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